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保健体育科（保健）学習指導案 

令和元年 ９月 ３日 

指導者 小森 美希 

 飯田 哲也 

１ 単元（題材）名 

現代社会と健康 エ 交通安全（交通事故の現状と要因） 

２ 本時の計画（３時間扱いの１時間目） 

（１）本時のねらい

交通事故の発生には、車両の特性、当事者の行動や規範を守る意識、周囲の環境などが関連していることを

理解する。 

（２）展 開

学 習 活 動 指導上の留意点 評 価 

導
入
５
分

１ 秋田県の交通事故件数について

知る。 

・生徒の課題意識を高めるために、身近な題材を

用いる。

展
開
４
０
分

２ 交通事故の状況を知る。 

（１）資料をもとに秋田県の交通事

故の特徴をまとめる。

（２）秋田県の交通事故の特徴を発

表する。

３ 交通事故の要因について考え

る。 

（１）交通事故の具体的な事例から、

事故発生の要因を考える。 

（２）事故発生の要因を分類し、整

理する。

・主体要因

・環境要因

・車両要因

（３）分類した要因を自他の生活に

当てはめる。

（４）交通事故が発生する要因につ

いて、分かったことを発表する。 

 

・交通事故の現状を身近な物として捉えさせるた

めに、秋田県の統計を用いて考えさせる。

 

・事故の要因を具体的にイメージして考えさせる

ために、図や表で示すとともに、実際の事例を

用いる。

・生徒が要因を整理しやすいようにするために、

まず、「自分自身で解決できる要因」と「自分

の力だけでは解決できない要因」に分類させ

る。

・自分の考えと実生活を関連づけさせるために、

自他の生活と比較させる。

・自分の考えを紹介し合わせることによって、生

徒が多様な考えに触れることができるように

する。

交通事故が起

こる要因を分

類し、記述して

いる。 

（ワークシー

ト）

【知識・理解】 

ま
と
め
５
分

４ 本時の振り返りをする。 ・次時の学習につなげるために、本時の学習にお

ける理解や取り組みを自己評価させる。

 

３ 協議の視点 

主体的・対話的で深い学びを実現するために適切な授業であったか。 

（課題解決型授業、健康課題を解決する学習であったか。） 

発問 『交通事故が発生する要因について考えてみよう』 

発問  『秋田県の交通事故にはどのような特徴があるかまとめてみよう』 

目標：交通事故の発生にはどのような要因が関わっているかを理解する。 

交通事故発生の要因について理解したことをまとめて、説

明している。 
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１５．交通事故の現状と要因    

   組   番   氏名           

本時の目標  

 

①  交通事故の統計からわかることをまとめてみよう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［  秋田県の交通事故の概要  ］  

平成 30 年中の交通事故は、前年と比較して、  

発生件数は (   )件、負傷者数は (   )人それぞれ減少した。 

 ※昭和 41 年以降で最少。  

死者数は (  )人増加した。  

［  秋田県の交通事故の概要  ～主な特徴～  ］  

◯高齢者の死者数が全死者数の約 (  )割。  

◯高齢者が起こした事故による死者数が全死者数の (   .  )％。  

◯国道での死者数が全死者数の約 (  )割。  

［  秋田県の交通事故発生状況①  ］  

◯時間帯別・昼夜別発生状況            ◯曜日別発生状況  

 発生件数  １位 (  )時～ (  )時           発生件数、死者数は  

   ２位 (  )時～ (   )時                  (  )曜日が最も多い。  

どんな特徴がある？         なぜだろう？？ 

 

［  秋田県の交通事故発生状況②  ］  

◯道路形状別発生状況・・・発生件数が最も多いのは (    点  )。  

◯年齢別発生状況・・・発生件数、死者数、負傷数すべてにおいて  

(   歳以上 )が最も多い。  

 16～19 歳は？？  
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② 交通事故が発生する要因について考えてみよう。

③ 具体例を書いてみよう。

④ 学習したことを実際の生活に当てはめて考えてみよう。

◆他の班の発表を聞いて、気付いたことを書いてみよう。

～学習の振り返り～ 

◎自己評価 ４(できた) ３(少しできた) ２(あまりできなかった) １(できなかった)

◆事故が起こる要因について理解できたか。  ・・・   ４   ３  ２   １ 

主体要因 

運転者自身 の心

身の状態や 規則

を守る意識、危険

を予知する能力。 

車両要因 

車両の特性や安全

機能、欠陥や整備

状態などのこと。 

環境要因 

天候や自然の条

件、道路の状況な

どのこと。 

主体要因  環境要因 車両要因  
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令和元年度                     秋田県立新屋高等学校 

授業改善推進プロジェクト 
「対話」と「協働」 

課題に主体的に関わる生徒の育成 

①知力・学力 ②課題発見力 ③課題解決力 

④受信力・発信力 ⑤自己実現力 

 

日程 

９月４日（水）校内授業研究 

『基礎的知識・技能の習得を図るとともに、質の高い理解を図るための「対話」 

と「協働」を重視した授業の工夫』 

         受  付 １２：３０～１３：１５ 

         授業参観 １３：２５～１４：１５（５０分） 

         協 議 会 １５：５０～１６：５０ 

         授 業 者 阿部由佳莉（国語・国語総合・１年Ｃ組） 

              神居 正暢（地歴・日本史Ｂ・２年Ｂ組） 

              佐々木 渉（芸術・音 楽 Ⅰ・１年Ｅ組） 

１０月２日（水）教育講演会（教員対象） 

演  題：「カリキュラム・マネジメント推進について」（仮） 

講  師：髙木 展郞 氏（横浜国立大学名誉教授） 

            たかぎ・のぶお 横浜国立大学教育学部卒、兵庫教育大学

大学院学校教育研究科言語系修了。東京都公立中学校教諭、

神奈川県立高校教諭、筑波大学附属駒場中学・高等学校教

諭、福井大学、静岡大学を経て、2016年3月まで横浜国立大

学。近著に『「これからの時代に求められる資質・能力の

育成」とは』（東洋館出版社）、『「チーム学校を創る」』

（共著）、『変わる学校、変える授業。－21世紀を生き抜

く力とは－』（ともに三省堂）。 

１２月１８日（水）校内研修 

          令和元年度探究活動等実践モデル校事業 

「カリキュラム・マネジメントに関する実践研究について」 

           中間報告：探究委員会 
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国語科「国語総合」学習指導案

対象 １年Ｃ組（35名）
日時 令和元年 9月 4日（水）５校時
場所 秋田県立新屋高等学校 １Ｃ教室

授業者 教諭 阿部 由佳莉

１ 教材名 内山 節 『時間と自由の関係について』

２ 単元目標

・文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価したり、書き手の意

図をとらえたりしようとする。（関心・意欲・態度）

・文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価したり、書き手の意

図をとらえたりする。（読む能力）

３ 本時の学習目標

「自由な時間」とは何なのか、仲間の意見と比較した上で自分の意見を持つ。

４ 単元と生徒

学力は平均よりやや低い。基本的な語彙の知識をあまり持たない生徒も多くおり、

積極的に辞書を使って語句を調べさせるようにするなど、基礎力強化を課題として普

段の授業を進めている。しかし、挙手や発言は活発に行われ、指示されたことにはき

ちんと従い、一生懸命問題に向き合おうとする生徒が多い。授業への参加意欲は高い

と感じる。

本時の授業では、「対話と協働」のテーマのもとに、彼らの多くが苦手としている

「自分の意見を仲間と交換する」ことが出来るようにトレーニングさせたいと考えて

いる。また、授業者が質問をすると、単語で短く答えてしまう生徒が多いので、「自

分の思いを文章にして話し伝える」事が出来る機会を設けたい。

５ 教材観

『時間と自由の関係について』は、時間に対する筆者の考え方が述べられた評論であ

る。人間にとっての「時間」のあり方を考えさせる内容で、やや哲学的な表現もある

ためか内容読解に苦労する生徒も多い。しかし、本文中で用いられる具体例が身近で

わかりやすいため、生徒の関心を引きやすい教材であると判断した。今回の授業では、

108 ページ 10 行目の「二つの時間の自由」をキーワードに、「自由」であるとはどう
いうことか、生徒たち自身の既成観念を覆す機会にしたい。

６ 単元の学習計画（５時間計画）

第一時 … 本文通読・要約

第二時 … 第一・二段落内容読解①（時計のない学校生活について考える）

第三時 … 第一・二段落内容読解②（「二つの時間の自由」について考える）

第四時 … 第三・四段落内容読解①

（「知り合いの老人」が述べている時間について読みとる）

第五時 … 第三・四段落内容読解②

（筆者の主張をまとめる・意見文作成）
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７ 単元の評価規準

Ａ 関心・意欲・態度 Ｄ 読む能力

・文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕 ・文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の

方について評価したり、書き手の意図をとら 仕方について評価したり、書き手の意図を

えたりしようとする。 とらえたりする。

Ａ：関心・意欲・態度 Ｂ：話す・聞く能力 Ｃ：書く能力 Ｄ：読む能力 Ｅ：知識・理解

８ 本時の指導計画

（１）本時の目標：「自由な時間」とは何なのか、仲間の意見と比較した上で自分の意見を持つ。

（２）展開

学習活動 指導上の留意点 評価の観点

導

入 ○本時の目標の確認 ・本時の学習課題を説明する。

1 0 〇前時の確認

分

展

開 発問１：「自由」な状態とは、どんな状態の時だろうか？

①

25 ○「『自由な時間』に、自分だ ・指導者が３～４人を指名し、発

分 ったら何をしたいか」を、隣 表させる。

同士で話す。

〇場面を３つに分け、それぞ ①場面Ａ「部活で疲れて帰ってき ・グループ内の仲間の話

れの時に「自由な時間があっ たあと、夕飯を食べるまで１時間 を聞き、自分の意見と比

たらしたいこと」を説明する。の自由時間があるとき」 較できている。

②場面Ｂ「今日は日曜日。急ぎの （Ａ・観察）

用事がなく、１日自由になったと

き」

③場面Ｃ「明日から夏休み。二週

間自由にできる、となったとき」

・「なぜそれをしたいのか」理由を

説明させる。Ａの時にしたいこと

とＢの時にしたいことが異なるこ

とや、人によって何をしたいかが

異なることを気付かせたい。

・指導者は、気付いたことをメモ

するように指示する。

〇各班の意見を発表する。 ・時間の長さやその時の自分の状

態によって「自由」である状態が

異なることに気付かせたい。
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展 〇本文にある「二種類の時間 ・108ページ 10行目「時間の自由
開 の自由」について確認する。 には、二種類のものがある」とあ

② るが、それはどういうことなのか、

10 数名を指名して確認する。

分 ・「自由な時間量を持つ」ことと、

「時間世界をつくりだす」ことは

どのように違うのかを問いかける。

発問２：「自由に時間世界をつくりだす」とは、どうすることなのだろうか？

・第二のシート（ミニシート）を

配る。

〇Ａ～Ｃの場面における「し ・原則個人で行う。隣と相談して

たいこと」は、本当に時間が もかまわない。 ○自分の書いた内容を

あるからできることなのか、 ・「寝る」「遊ぶ」「旅行する」「将 さらに深く考え直すこ

見直してみる。 来の夢のために勉強する」など、「時 とができている。（Ｄ・

間があればやりたい」ことは、本 ワークシート）

当はいつでも始められることに気

付かせたい。

・時間があるから「自由」なので

はなく、「やりたいこと」の為にす

る行為は時間に関係なく「自由」

なのではないか？という気づきが

あるとよい。生徒の様子をよく観

察し、生徒にその気づきがあれば

クラス全体に発信させたい。

ま ○本時の学習の確認 ・記入した２枚のワークシートを

と 回収する。

め ・次時の予告をする。

５分

Ａ：関心･意欲･態度 Ｂ：話す･聞く能力 Ｃ：書く能力 Ｄ：読む能力 Ｅ：知識･理解
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『 時 間 と 自 由 の 関 係 に つ い て 』 ワ ー ク シ ー ト ①

組 番 氏 名  

本 時 の 目 標 ：  

自 由 な 時 間 と は 何 な の か 、 仲 間 の 意 見 と 比 較 し た 上 で 自 分 の 意 見 を 持 つ  

＊ こ ん な 時 、 あ な た だ っ た ら 「 自 由 な 時 間 」 に 何 を し た い で す か 。

Ａ ～ Ｃ の そ れ ぞ れ の 場 面 に つ い て 考 え 、 説 明 し て み ま し ょ う 。

① 場 面 Ａ ： 部 活 で 疲 れ て 帰 っ て き た 平 日 。 夕 飯 を 食 べ る ま で １ 時 間 の 自 由 時 間 が あ る と き

② 場 面 Ｂ ： 今 日 は 日 曜 日 。 急 ぎ の 用 事 が な く 、 １ 日 自 由 に な っ た と き

③ 場 面 Ｃ ： 明 日 か ら 夏 休 み 。 二 週 間 自 由 に で き る 、 と な っ た と き

あ な た が し た い こ と … ※ グ ル ー プ 内 の 意 見 を メ モ し よ う

あ な た が し た い こ と … ※ メ モ  

あ な た が し た い こ と … ※ メ モ  
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『 時 間 と 自 由 の 関 係 に つ い て 』 ワ ー ク シ ー ト ②

組 番 氏 名  

＊ 先 ほ ど 書 い た Ａ ～ Ｃ の 「 あ な た が し た い こ と 」 は 、 果 た し て 本 当 に 「 自 由 な 時 間 が あ る か ら で き

る こ と 」 な の で し ょ う か ？ も う 一 度 考 え て 、 自 分 の 意 見 を 書 い て み よ う 。

例 … 場 面 Ｃ 「 二 週 間 自 由 に で き た ら 、 勉 強 の た め に 海 外 留 学 を し た い と 考 え た 。 し か し 、 考 え て み

る と 、 二 週 間 の 時 間 が な く て も 好 き な こ と の 勉 強 は 今 す ぐ で も 始 め ら れ る と 気 が つ い た 。 」  
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秋 田 県 立 新 屋 高 等 学 校

第２学年 地理歴史科 日本史Ｂ 学習指導案

日 時 ９月４日（水）14:25～ 15:15
実施場所 ２年Ｂ組

対象生徒 ２年Ｂ組３４名

教 科 書 改訂版 詳説日本史 山川出版社

授 業 者 神 居 正 暢

１ 単元名

第Ⅰ部 原始古代 第２章 律令国家の形成

５平安王朝の形成 （５）密教美術

２ 単元設定の理由

平安前期を中心とした古代国家の推移について理解し、東北経営や政治改革、地

方統治の変容を踏まえて、律令制体制の変質を考察することが大単元の学習内容で

ある。本時の学習では、東アジアとの関係を踏まえ、唐風の弘仁・貞観文化につい

ての理解を深めるものである。

３ 生徒の実態

大学進学等さまざまな進路を目標とする学級集団である。

単独クラスで受講しており、活動や発言も活発である。

４ 単元の目標

密教の流星を背景として形成された寺院・彫刻・絵画などの特色を図版を活用し

てとらえる。

５ 単元の評価基準

ア 関心・意欲・ イ 思考・判断・ ウ 資料活用の技 エ 知識・理解

態度 表現 能

・古代国家と社会 ・古代国家の推移、・古代国家と社会、・古代国家の推移、

や文化の特色に対 文化の特色とその 文化の特色に関す 文化の特色とその

する関心と課題意 成立の背景から課 る諸資料を収集し、成立の背景につい

識を高めている。 題を見いだし、東 有用な情報を適切 ての基本的な事柄

・古代国家と社会 アジア世界との関 に選択している。 を、東アジア世界

や文化の特色につ 係の変化と関連づ ・古代国家と社会、との関係の変化と

いて意欲的に追求 けて多面的・多角 文化の特色を読み 関連づけて理解し、

している。 的に考察し、その 取ったり図表など その知識を身につ

過程や結果を適切 にまとめたりして けている。

に表現している。 いる。

６ 指導計画 第Ⅰ部 原始古代 第２章 律令国家の形成

５ 平安王朝の形成（配当時間 ５時間）

（１）平安遷都と蝦夷との戦い （１／５時間目）

（２）平安時代初期の政治改革 （２／５時間目）

（３）地方と貴族社会の変貌 （３／５時間目）

（４）唐風文化と平安仏教 （４／５時間目）

（５）密教美術 （本時 ５／５時間目）
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７ 本時の学習

【本時の目標】

・①天平文化と弘仁・貞観文化の仏像の変化を理解する。

・②彫刻の変化を東アジア世界、特に唐との関係と関連づけて考察する。

【展開】

学習活動 指導上の留意点 評価

導 ◇弘仁・貞観文化について、

入 最澄・空海を中心に振り返ら

せる。

10 ◇既習の飛鳥・白 ◇プリントに、各時代の文化

分 鳳・天平の各文化 を簡潔に記入させる。

の特徴について、 ◇まとめて内容について、周

プリントに記入し 囲の生徒と確認させる。

振り返る。

◇密教美術の概要 ◇密教美術の概要について解 ◇既習の知識を活用し

展 について理解する。説する。 ながら、彫刻の変化に

開 ◇６名程度のグループに編成 着目し、まとめている。

Ⅰ し、役割分担を決めさせる。 （ウ）

15
分

展

開

Ⅱ

◇彫刻の多様化に ◇本時の目標②を提示する。 ◇多面的・多角的に考

20 ついて考察しまと ◇彫刻の多様化について、目 察し、適切に表現して

分 める。 標②の観点から考えさせる。 いる。（イ）

ま ◇本時の学習内容 ◇平安初期の密教美術がにつ

と について理解を深 いて解説し、その後の展開に

め めるとともに、次 ついて触れる。

５ の文化について展

分 望をもつ。

８ 評価の実際

（イ）遣唐使により、唐で流行していた密教が、日本に直接、タイムリーに受容さ

れたことに着目している。

（ウ）各時代の彫刻の特徴を簡潔にとらえている。

☆グループ学習１

・資料集６０－６１頁（飛鳥文化）、６７頁（白鳳文化）、８６－８７

頁（天平文化）、９６－９７頁（弘仁・貞観文化）の彫刻の変化を読

み取る。

・各班で、変化について意見を出し合い、内容をまとめ発表する。

☆グループ学習２

・資料集６０－６１頁（飛鳥文化）、６７頁（白鳳文化）、８６－８７

頁（天平文化）、９６－９７頁（弘仁・貞観文化）について、時代ご

とに担当者決め、彫刻の名称（仏像の種類）を書き出す。

・各時代の種類を発表する。
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秋田県立新屋高等学校第１学年芸術科音楽Ⅰ学習指導案 

日  時  令和元年９月４日（水）５校時 １３：２５～１４：１５ 

実施場所 音楽室 

対象生徒  １年Ｅ組音楽Ⅰ選択者 

教 科 書  高校音楽Ⅰ 改訂版 Ｍｕｓｉｃ Ｖｉｅｗ 教育出版 

授 業 者  佐々木 渉 

１．題材名 

  自由と連帯を呼びかけた交響曲～交響曲第９番「合唱付き」／ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン 

２．題材設定の理由 

  この楽曲は作者にとって最大の編成、最長の交響曲であり、人々に自由と平等、連帯を呼びかけた「歓喜の 

歌」として知られている。「歓喜の歌」の旋律『歓喜の主題』は何度も繰り返し演奏されるが、常に異なる作曲 

技法や管弦楽法を用いており、曲想や雰囲気の違いを味わって鑑賞することができる。 

３．生徒の実態 

  男子５名、女子５名、合計１０名の生徒が選択している。積極的で表現活動に意欲的な生徒が多く、歌唱で 

は元気な歌声を響かせている。 

４．題材の目標 

  作曲者の生涯や交響曲第９番作曲に至るまでの歴史的背景を学ぶとともに、音楽を形づくる様々な要素が楽 

曲特有の曲想や雰囲気を生み出していることを知覚する。 

５．題材の評価規準 

ア．音楽への関心・意欲・

態度 
イ．音楽表現の創意工夫 ウ．音楽表現の技能 エ．鑑賞の能力 

楽器の音色の特徴と表

現上の効果との関わりに

関心をもち、それらを感じ

取って、鑑賞する学習に主

体的に取り組んでいる。 

 音楽を形づくってい

る要素を知覚し、それら

の動きを感受しながら、

作曲技法や管弦楽法の

変化と表現の関わりを

感じ取って鑑賞してい

る。 

６．指導計画 

１教時：ベートーヴェン第九誕生① ２教時：ベートーヴェン第九誕生② 

３教時（本時）：作曲技法や管弦楽法による曲想の違いを感じ取ろう①「管弦楽編」 

４教時：作曲技法や管弦楽法による曲想の違いを感じ取ろう②「合唱編」 

７．本時の学習 

【本時の目標】作曲技法や管弦楽法による曲想の違いを感じ取る 

【展開】 

学習活動 指導上の留意点 評価 

導入 

５分 

◇本時の目標を知り、学習カー

ドに記入する。

展開 

２５分 

◇『歓喜の主題』の演奏箇所を

聴き、楽器編成や感想を記入す

る。 

◇管弦楽で演奏する部分のみ

分割して聴かせ、その都度楽器

編成、感想と理由を記入させ

ア．曲想の変化と作曲技法の

関わりを感じ取って主体的に

取り組んでいる。 
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１５分 

◇グループでスコアを見なが

ら演奏箇所を確認し、感想と理

由を共有する。

◇グループで４つの部分を比

較し、それぞれの特徴について

まとめ、発表する。

る。 

◇スコアの記載順を示し、確認

させた後に答え合わせをする。 

◇曲想と音楽を形づくる要素

や楽器編成と結びつけて考え

させる。

エ．音楽を形づくる要素の働

きを感受しながら、曲想の変

化を感じ取っている。 

まとめ 

５分 

◇本時の感想や自己評価を記

入する。 

◇できるだけ具体的に書かせ

る。 

８．評価の実際 

Ａ．主題が、ユニゾン、対位法、和声法などの異なる作曲技法と楽器編成で演奏されていることに気づくこと 

ができる。 

Ｂ．音楽をかたちづくる様々な要素が作曲技法や管弦楽法によって強調され、雰囲気や曲想の違いと結びつい 

ていることを知覚することができる。 
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教育講演会『カリキュラム・マネジメントの推進について』報告 

研修部 

 １０月２日（水）、講師に横浜国立大学名誉教授の髙木展郎氏をお招きし、授業改善推進プロジェ

クトの目玉となる教育講演会を開催した。 

 これからの社会は、ＡＩ技術の発達などにより「働き方」が大きく変化していくことが考えられる。

同時に、その時代を生きていく今の高校生たちに求められる能力も変化していく。未来を生き抜く高

校生に求められる力と、その力を付けるためにどのような授業作りをすればよいのかについて講話を

いただいた。 

◇対話的な学びとは

「子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通じ、 

自己の考えを広げ深める」ことである。 

◇対話的な学びを支えるもの

安心感のある「居場所」づくり

・相手のことを分かろうとして聴く

・相手に分かってもらおうとして話す

◇Society 5.0 とは

ＡＩの先端技術の発達により、定型業務や数値的に表現可能な業務は、ＡＩ技術によ 

り代替が可能になり、産業の変化や働き方の変化をもたらす。その結果、ＡＩ等の先端 

技術が教育にもたらすものは、学びの在り方の変革であり、学校や学びが変わる。 

◇学習指導要領改訂の意味

社会構造の変化と学力観の転換により、個人的・社会的により良く幸せに生きるため 

に、「どのように社会・世界と関わりより良い人生を送るか」「何を理解しているか何 

が出来るか」「理解していること・できることをどう使うか」という資質・能力の３つ 

の柱の育成を目指している。 

◇カリキュラム・マネジメント

新しい学習指導要領の枠組みは、「何ができるようになるか」＝育成を目指す資質・ 

能力、「何を学ぶか」＝教科等を学ぶ意義と、教科等間・学校段階間のつながりを踏ま 

えた教育課程の編成、「どのように学ぶか」＝各教科等の指導計画の作成と実施、学習・ 

指導の改善・充実＝主体的・対話的で深い学び、「子供一人一人の発達をどのように支 

援するか」＝子供の発達を踏まえた指導、「何が身に付いたか」＝学習評価の充実、「実 

施するために何が必要か」＝学習指導要領等の理念を実現するために必要な方策、であ 

る。 

感想 

社会の中でも、今までは「きちんと覚える」ことが評価されることが多かったが、大学入試試験の

変化にも見られるように、これからはただ「覚えた」ことを「正確に出力する」だけでは評価されな

い。「覚えたことをどのように活用するか」や、「自分はそのことについてどう考えているのか」を、

自分なりに考えて発信する力が求められる。 
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題
材
で
身
に
付
け
さ
せ
た
い
資
質
・
能
力
】
 

＜
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
＞

 

評
価
規
準

/
指
導
内
容
・
教
材

/
学
習
活
動
・
指
導
方
法

/
評
価

 

各
学
年
を
通
し
て
育
成
す
べ
き
児
童
生
徒
の
資
質
・
能
力

 

【
学
年
経
営
計
画
】
 

各
教
科
等
横
断
的
な
資
質
・
能
力
の
育
成

 

各
学
年
の
目
標

/
各
学
年
の
児
童
生
徒
の
実
態

 

教
育
課
程
の
実
施

 

各
教
科
等
の
授
業

 

【
事
前
】
 

 
児
童
生
徒
の
学
習
状
況
の
確
認

 

個
別
支
援
計
画

/
授
業
計
画
・
指
導
形
態
・
 

学
習
評
価
計
画
の
進
捗
管
理

 

【
授
業
】
 

 
児
童
生
徒
の
学
習
状
態
の
確
認

 

 
 
児
童
生
徒
の
授
業
に
対
す
る
取
り
組
み
の
確
認

  

【
事
後
】
 

 
児
童
生
徒
に
よ
る
授
業
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

 

学
習
評
価
の
結
果
の
公
表
・
分
析

 

授
業
評
価
（
教
師
・
児
童
生
徒
）
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【学校のグランドデザイン】 ○C髙木展郎 2017 

実施するために何が必要か 

○指導体制の充実、家庭・地域との連携･協働

何ができるようになるか 

○学校教育の基本

がｌｔ

どのように学ぶか 

○教育課程の実施

「学校教育目標」と「令和○年度重点目標」に向けて 

子供の実態 目指す子供の姿 

何を学ぶか 

○教育課程の編成

がｌｔ

子供の発達をどのように支援するか 

○配慮を必要とする子供への指導

何が身に付いたか 

○学習評価を通じた学習指導の改善

資質・能力の育成 

豊かな人間性 健康・体力 

安心・安全を守る 開かれた学校作り 
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【
各
学
年
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
】

 
第

 
学
年

 

 

⚫
何
を
学
ぶ

実
施
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
 
○
指
導
体
制
の
充
実
、
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
･協

働
 

ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

 

○
各
教
科
等
の
授
業
の
実
施

Se
 

各
教
科
等
横
断
的
な
視
点
に
立
っ
た
資
質
・能
力
の
育
成

 

何
を
学
ぶ
か

 

○
各
教
科
等
の
教
育
課
程
の
編
成

が
ｌ
ｔ

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

 

○
各
教
科
等
で
育
成
す
る
資
質
・
能
力

が
ｌ
ｔ

子
供
た
ち
の
実
態

 
目
指
す
子
供
た
ち
の
姿
 

子
供
た
ち
の
発
達
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
か

 

○
配
慮
を
必
要
と
す
る
子
供
へ
の
指
導

何
が
身
に
付
い
た
か

 

○
各
教
科
等
の
学
習
評
価
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【
各
教
科
等
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
】

 
 

 
教
科
名

 

 


何
を
学
ぶ

 

実
施
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
 
○
指
導
体
制
の
充
実
、
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
･
協
働
 


何
を
学
ぶ
か

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

 

○
各
教
科
等
で
育
成
す
る
資
質
・
能
力

が
ｌ
ｔ

ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

 

○
各
教
科
等
の
授
業
の
実
施

各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
た
「見

方
・
考
え
方
」
 

子
供
た
ち
の
実
態

 
目
指
す
子
供
た
ち
の
姿
 

何
を
学
ぶ
か

 

○
各
教
科
等
の
教
育
課
程
の
編
成

が
ｌ
ｔ

子
供
た
ち
の
発
達
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
か

 

○
配
慮
を
必
要
と
す
る
子
供
へ
の
指
導

何
が
身
に
付
い
た
か

 

○
各
教
科
等
の
学
習
評
価


何
を
学
ぶ
か
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各
教
科
等
の
年
間
指
導
計
画

©
髙
木
展
郎

20
19

時
期

単
元
・
題
材
で
育
成
す
る
資
質
・
能
力

（
月
）

＜
単
元
・
題
材
の
評
価
規
準
＞

週
各
教
科
等
横
断
的
な
資
質
･

日
単
元
・
題
材
名

指
導

学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
る「
２
内
容
」

評
価
方
法

学
習
活
動

主
な
言
語
活
動

能
力
の
育
成
に
関
わ
る
他
教

時
数

の
指
導
「
事
項
」
か
ら
，
単
元
の
評
価
規
準
と

科
等
と
の
関
連

し
て
適
切
な
指
導
「
事
項
」
を
選
択
し
て
示
す
。

＜
学
習
指
導
要
領
か
ら
の
転
記
＞

４
月

①
知
識
・
技
能

週 日
②
思
考
・
判
断
・
表
現

③
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

４
月

①
知
識
・
技
能

週 日
②
思
考
・
判
断
・
表
現

③
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

４
月

①
知
識
・
技
能

週 日
②
思
考
・
判
断
・
表
現

③
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

３
月

①
知
識
・
技
能

週 日
②
思
考
・
判
断
・
表
現

③
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

指
導
時
数 の 合
計
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★指導案は，教育課程の編成表に基づいて学校･学年で作成する。したがって，個人名の記入の必要は無い。

○ ○ 科  第○○学年 学 習 指 導 案＜例 1＞

１ 単元・題材名 

２ 単元・題材で育成する資質・能力＜単元・題材の評価規準＞  

【学習指導要領に示されている「２ 内容」の指導「事項」から，単元・題材の評価規準として適切な 

指導「事項」を選択し，示す。＜学習指導要領の「２ 内容」に示されている指導「事項」を転記】＞ 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 学習指導要領に示されている
〔知識及び技能〕に示されてい
る指導「事項」から，その単元
で育成すべき〔知識及び技能〕
を選んで転記し，文末を適切に
表現する。 

学習指導要領に示されている
〔思考力，判断力，表現力等〕
に示されている指導「事項」か
ら，その単元で育成すべき〔思
考力，判断力，表現力等〕を選
んで転記し，文末を適切に表現
する。 

左に引用している学習指導要領
の〔知識及び技能〕を主体的に身
に付けたり（付けるとともに），
〔思考力，判断力，表現力等〕の
中から，その単元の重点課題を「～
しようとしている」として示す。 

３ 単元・題材の指導計画 

評価規準と評価方法 学習活動 
第
一 
次 

１ 
・ 
２ 

ここには，「評価規準」を学習指導計画に沿
って，三観点をそれぞれの「次」の学習活動に
あわせて，配置する。 

 学習活動は，全ての時間の主たるもののみ
を記入する。また，上記，三つの評価の観点に
合った学習活動とする。 

第
二 
次 

３ 
・ 
４ 
・ 
５ 
・ 
６ 

 

 

第
三
次 

７
・ 
８ 

 

第
四
次 

９ 
・ 

⒑ 

 

* これまでの 1 時間単位の指導案ではなく，単元全体の中にそれぞれの教科が求めている，「評価の観点」

が見えるような指導案が求められる。

・「学習活動」は，時間毎に児童生徒が
行う具体として示す。

・学習のまとまりを整理して，単元全体の
学習がどのように組織されているかを示
す。

・必ず言語活動を学習活動として取り入
れる。
・言語活動には，記録・要約・説明・論述
・話合いの活動を入れる。

・「振り返り」は，見通しについて行うもの
であって，そのためには，時間毎の学習
についての見通しを明示することが必要
である。そこで，時間毎の主たる学習活
動を示すことが求めあれる。

・この単元・題材の学習の過程の中で行
う三観点の評価を取り出して，その評価
方法と共に示す。

・「評価規準」は，単元・題材の評価規準
に基づき，各学習のまとまりで行う評価の
規準として示す。

・「主体的に学習に取り組む態度 」の評
価は，その単元・題材での学習を通して
育成すべき資質･能力であるので，単元・
題材の学習の最終段階で行うことが多く
なる。 

・評価は，1 時間のみで行うものだけでな
く，数時間にまたがる評価もあり得る。
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○ ○ 科  学 習 指 導 案＜例２＞

第  学年 科 指導計画 （  月  週  時間） 

単元・題材名 

単元・題材で育成する資質・能力＜単元・題材の評価規準＞ 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

学習指導要領に示されている
〔知識及び技能〕に示されてい
る指導「事項」から，その単元
で育成すべき〔知識及び技能〕
を選んで転記し，文末を適切に
表現する。 

学習指導要領に示されている
〔思考力，判断力，表現力等〕に
示されている指導「事項」から，
その単元で育成すべき〔思考力，
判断力，表現力等〕を選んで転記
し，文末を適切に表現する。 

 左に引用している学習指導要領
の〔知識及び技能〕を主体的に身に
付けたり（付けるとともに），〔思
考力，判断力，表現力等〕の中から，
その単元の重点課題を「～しようと
している」として示す。 

授 業 計 画 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 
取り組む態度 学習活動 

第
一 
次 

１ 
・ 
２ 
・ 
３ 

○･････････････

○････････････

① ･････････････････････

② ③･･･････････････････

第
二 
次 

４ 
・ 
５ 
・ 
６ 
・ 
７ 
・ 
８ 

○･････････････

○･･･････････････

○･･･････････････
○･･････････････

④･････････････････････

⑤･････････････････････

⑥⑦･･･････････････････

⑧･･････････････････････

第
三
次 

９
・ 
⒑  

○････････････････

○･･･････････

⑨･･････････････････････

⑩･･････････････････････

* これまでの 1 時間単位の指導案ではなく，単元全体の中にそれぞれの教科が求めている，「評価の観点」

が見えるような指導案が求められる。

＜註＞ 
１．○印の評価規準は，その学習段階で求める評価規準を具体的な文章で記述する。 
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○ ○ 科  学 習 指 導 案＜例３＞

（１）単元・題材名

（２）単元・題材で育成する資質・能力＜単元・題材の評価規準＞

【学習指導要領に示されている「２ 内容」の指導「事項」から，単元・題材で育成する資質・能力として適切

な指導「事項」を選択して示す。指導「事項」を転記し，適切な文末表現とする。】
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 例） 
○○を理解している／○○の知
識を身に付けている
○○することができる／○○の
技能を身に付けている

例） 
各教科の特質に応じ育まれる
見方や考え方を用いて探究す
ることを通じて，考えたり判断
したり表現しようとしている 

 例） 
主体的に知識・技能を身に付けたり
（身に付けるとともに），思考・判
断・表現をしようとしている 

（３）単元・題材の指導と評価の展開
次 時 評価規準と評価方法 学習活動 

一 １ ① 

二 

２ 

３ 

４ 

５ 

【評価規準】(知識・技能) 
【評価方法】 

【評価規準】(思考・判断・表現) 
【評価方法】 

② 

③ 

④ 

⑤ 

三 

６ 

７ 

８ 

【評価規準】（主体的に学習に取り組む態度） 
【評価方法】 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

具体の評価方法は、以下のように示す。 

＜評価方法＞ 

○ 音声言語・文字言語により，表現されたもので評価する。
① 観察，点検

行動の観察 ： 学習の中で，評価規準が求めている発言や行動などが行われているかどうかを
「観察」する。 

記述の点検 ： 学習の中で，評価規準が求めている内容が記述されているかどうかを，机間指導
などにより「点検」する。 

② 確認
  行動の確認 ： 学習の中での発言や行動などの内容が，評価規準を満たしているかどうかを「確

認」する。 
記述の確認 ： 学習の中で記述された内容が，評価規準を満たしているかどうかを，ノートや提出

物などにより「確認」する。 
③ 分析

行動の分析 ： 「行動の観察」や「行動の確認」を踏まえて「分析」を行うことにより，評価規準に照
らして実現状況の高まりを評価する。 

記述の分析 ： 「記述の点検」や「記述の確認」を踏まえて，ノートや提出物などの「分析」を行うこと
により，評価規準に照らして実現状況の高まりを評価する。 

○ パフォーマンス評価
学習活動の過程(操作・身体表現等を含む)を，上記「評価方法」等によって評価する。 
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学びのプラン 

１．単元・題材名 

２．身に付けたい資質・能力 

【単元・題材の評価規準を、児童生徒に分かりやすく、児童生徒を主語にして、具体的に示す。】 

３．この単元で学習すること 

月日 単元・題材を通して身に付けたい資質・能力 学習の内容 

第
一 
次 

１ 
・ 
２ 

第
二 
次 

３ 
・ 
４ 
・ 
５ 

・ 
６ 

第
三
次 

７
・ 
８ 

第
四
次 

９ 
・ 

⒑ 

※ 「学びのプラン」によって，児童生徒に学習の「見通し」を持たせる。
「学びのプラン」は，学習指導案を基に，単元・題材における時間毎の学習目標・学習内容・評価内容を児童
生徒の立場から，具体的に示すことにより，児童生徒に単元・題材全体で，「何ができるようになるか」「何を
学ぶか」「どのように学ぶか」「何が身に付いたか」かを，具体的に分かるように示すためのものである。

中央教育審議会「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」（平成 31 年１月 21 日 p.21） 
（３）評価の方針等の児童生徒との共有について
○ これまで、評価規準や評価方法等の評価の方針等について、必ずしも教師が十分に児童生徒等に伝え
ていない場合があることが指摘されている。しかしながら、どのような方針によって評価を行うのか
を事前に示し、共有しておくことは、評価の妥当性・信頼性を高めるとともに、児童生徒に各教科
等において身に付けるべき資質・能力の具体的なイメージをもたせる観点からも不可欠であるととも
に児童生徒に自らの学習の見通しをもたせ自己の学習の調整を図るきっかけとなることも期待され
る。
また、児童生徒に評価の結果をフィードバックする際にも、どのような方針によって評価したのか

を改めて共有することも重要である。
○ その際、児童生徒の発達の段階にも留意した上で、児童生徒用に学習の見通しとして学習の計画や評
価の方針を事前に示すことが考えられる。特に小 学校低学年の児童に対しては、学習の「めあて」な
どのわかり易い言葉で伝 えたりするなどの工夫が求められる。

・この単元の学習の過程の中で，児
童生徒が「身に付けるべき資質・能
力」として設定した三観点の評価規
準を，児童生徒に「身に付けてほし
い資質･能力」」として，評価方法
と共に具体的に示す。 

・この単元・題材で児童生徒に「身
に付けてほしい資質･能力」を，授
業の流れの中で，いつどのように身
に付けるか，学習での流れが分かる
ように示す。 

・「主体的に学習に取り組む態度」
の評価は，その単元での学習を通し
て育成すべき資質 ･能力であるの
で，単元・題材での学習の最終段階
で行うことが多くなる。 

・評価は，1 時間のみで行うものだ
けでなく，数時間にまたがる評価も
あり得る。

・評価内容は，複数回繰繰り返す場
合もある。

・学習の「見通し」は、単元のは
じめに児童生徒に必ず確認する。

・「学習の内容」は，時間毎に児
童生徒が行う活動の具体として示
す。

・時間毎の主たる学習活動を児童
生徒の立場から，分かりやすく示
す。

・学習のまとまりを整理して，単
元・題材全体の学習がどのように
進むかを，児童生徒に分かるよう
に示す。 

・言語活動には，記録・要約・説
明・論述・話合いの活動を入れる。 

・「振り返り」は，「見通し」に
対して行うものであり，「見通し」
と対応していることを児童生徒に
確認する。

033



 
 

 
横

浜
国

立
大

学
名

誉
教

授
 

 
 

 
 

 
 

 
 

髙
木

 
展

郎
 

ta
k
a
g
i-

n
o
b
u
o
-n

k
@

y
n
u
.a

c
.j
p
 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
に
つ
い
て

 

       

令
和

元
年

度
 

秋
田

県
立

新
屋

高
等

学
校

 
 

  
狩

猟
社

会
（

S
o
c
ie

ty
 1

.0
）

 

農
耕

社
会

（
S
o
c
ie

ty
 2

.0
）

 

工
業

社
会

（
S
o
c
ie

ty
 3

.0
）

 

情
報

社
会

（
S
o
c
ie

ty
 4

.0
）

 

未
来

社
会

（
S
o
c
ie

ty
 5

.0
）

 

 Io
T（

In
te

rn
et

 o
f 

Th
in

gs
）
人
工
知
能
（

A
I）

 

Ａ
Ｉ

技
術

の
発

達
 ⇒

定
型

的
業

務
や

数
値

的
に

表
現

可
能

な
業

務
は

、
Ａ

Ｉ
技

術
に

よ
り

代
替

が
可

能
に

  

 
 

⇒
産

業
の

変
化

、
働

き
方

の
変

化
 

S
o
c
ie

ty
 5

.0
 と

は
 

Ａ
Ｉ

等
の

先
端

技
術

が
教

育
に

も
た

ら
す

も
の
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⇒
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習
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齢
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＞
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．
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７

２
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西
欧

先
進

諸
国

の
学

問
の

移
入

 

２
．
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２

年
（

１
９
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７
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憲
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．
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校
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改
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２
次

改
訂

（
昭

和
3
0
年

）
】

 

【
高

等
学

校
第

３
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４
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８
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５
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６
次

改
訂

（
平

成
元

年
）

】
 

【
高

等
学

校
第

７
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改
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＞
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迎
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育
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末

か
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け
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革
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匹
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す
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き
な

改
革

で
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が
成

就
で

き
る

か
ど

う
か
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が
国

の
命

運
を

左
右
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言
っ

て
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過
言

で
は
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テ
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追
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成
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目
指
す
資
質
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つ
の
柱
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世
界
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関
わ
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よ
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よ
い
人
生
を
送
る
か
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能
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解
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き
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思
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に
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か
う
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性
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か
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健
や
か
な
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か
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造
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き
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力
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育
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成

功
と

は
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も
は

や
知

識
を

再
現

す
る

こ
と

で
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な
く

、
私

た
ち

が
 

知
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
類

推
し

、
そ

の
知

識
を

新
し

い
状

況
で

創
造

的
に

適
 

用
す

る
こ

と
で

あ
る
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学
問

分
野

の
境

界
を

越
え

て
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え
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あ

る
。
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学
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シ
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テ
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年
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｢学
び
方
を
学
ぶ
」

le
a
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in
g

 t
o
 l
e
a
rn

 

平
成

８
年

（
１

９
９

６
年

）
の

中
央

教
育

審
議

会
答

申
「

生
き

る
力

」
 

 
変

化
の

激
し

い
こ

れ
か

ら
の

社
会

を
生

き
る

た
め

に
、

確
か

な
学

力
、

豊
か

な
人

間
性

、
健

康
・

体
力

の
知

・
徳

・
体

を
バ

ラ
ン

ス
よ

く
育

て
る

こ
と

が
大

切
。

 

•
基

礎
・

基
本

を
確

実
に

身
に

付
け

、
い

か
に

社
会

が
変

化
し

よ
う

と
、

自
ら

課
題

を
見

つ
け

、
自

ら
学

び
、

自
ら

考
え

、
主

体
的

に
判

断
し

、
行

動
し

、
よ

り
よ

く
問

題
を

解
決

す
る

資
質

や
能

力
 

＝
【

確
か

な
学

力
】

•
自

ら
を

律
し

つ
つ

、
他

人
と

と
も

に
協

調
し

、
他

人
を

思
い

や
る

心
や

感
動

す
る

心
な

ど
の

豊
か

な
人

間
性

＝
【

豊
か

な
人

間
性

】

•
た

く
ま

し
く

生
き

る
た

め
の

健
康

や
体

力
な

ど
＝

【
健

康
・

体
力

】

※
「

生
き

る
力

」
は

、
そ

の
内

容
の

み
な

ら
ず

、
社

会
に

お
い

て
子

ど
も

た
ち

に
必

要
と

な
る

力
を

ま
ず

明
確

に
し

、
そ

こ
か

ら
教

育
の

在
り

方
を

改
善

す
る

と
い

う
考

え
方

に
お

い
て

、
O

E
C
D

の
い

う
「

主
要

能
力

（
キ

ー
・

コ
ン

ピ
テ

シ
ー

）
」

を
先

取
り

し
た

も
の

1
1 

「
生
き
る
力
」
の
内
容
と
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

 

社
会

構
造

の
変

化
に

よ
る

学
力

観
の

転
換

 

「
学

校
教

育
法

」
平

成
1
9
年

6
月

改
正

 

第
三

十
条

 
 

 
 

２
 

前
項

の
場

合
に

お
い

て
は

、
生

涯
に

わ
た

り
学

習
す

る
基

盤
が

培
わ

 

れ
る

よ
う

、
基

礎
的

な
知

識
及

び
技

能
を

習
得

さ
せ

る
と

と
も

に
、

こ
 

れ
ら

を
活

用
し

て
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
必

要
な

思
考

力
、

判
断

力
、

 

表
現

力
そ

の
他

の
能

力
を

は
ぐ

く
み

、
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

態
 

度
を

養
う

こ
と

に
、

特
に

意
を

用
い

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

＊
第

四
十

九
条

で
中

学
校

，
第

六
十

二
条

で
高

等
学

校
，

第
七

十
条

で
中

等
教

育
学

校
に

準
用

 

1
2 

学
校
教
育
法
に
示
さ
れ
た
学
力
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「
主
体
的
･対

話
的
で
深
い
学
び
」
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
）
の
視
点
か
ら
の
学
習
過
程
の
改
善

 

  
主

体
的

な
学

び
 

深
い

学
び

 

対
話

的
な

学
び

 

新
し
い
時
代
に
必
要
と
な
る
資
質
･能

力
の
育
成
と
、
学
習
評
価
の
充
実

 
 

 
 

新
し
い
時
代
に
必
要
と
な
る
資
質
･能

力
を
踏
ま
え
た

 
教
科
･
科
目
等
の
新
設
や
目
標
･内

容
の
見
直
し

 
 

 
 

 
 
 

何
を
学
ぶ
か

 
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

 

よ
り

よ
い

学
校

教
育

を
通

じ
て

よ
り

よ
い

社
会

を
創

る
と

い
う

目
標

を
共

有
し

、
 

社
会

と
連

携
･
協

働
し

な
が

ら
、

未
来

の
創

り
手

と
な

る
た

め
に

必
要

な
資

質
・

能
力

を
育

む
 

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」

の
実

現
 

新
学
習
指
導
要
領
の
方
向
性

 

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

 

生
き

て
働

く
知

識
･
技

能
の

習
得

な
ど

、
新

し
い

時
代

に
求

め
ら

れ
る

資
質

･
能

力
を

育
成

 

知
識

の
量

を
削

減
せ

ず
、

質
の

高
い

理
解

を
図

る
た

め
の

学
習

過
程

の
質

的
改

善
 

小
学

校
の

外
国

語
教

育
の

教
科

化
、

高
校

の
新

科
目

「
公

共
」

の
新

設
な

ど
 

各
教

科
等

で
育

む
資

質
･能

力
を

明
確

化
し

、
目

標
や

内
容

を
構

造
的

に
示

す
 

学
習
内
容
の
削
減
は
行
わ
な
い

※
 

各
学

校
に

お
け

る
｢
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
･マ

ネ
ジ
メ
ン
ト

｣
の

実
現

 
 

 
 

※
高
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
些
末
な
事
実
的
知
識
の
暗
記
が
大
学
入
学
者
選
抜
で
問
わ
れ
る
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
お
り
、

そ
う
し
た
点
を
克
服
す
る
た
め
、
重
要
用
語
の
整
理
等
を
含
め
た
高
大
接
続
改
革
等
を
進
め
る
。

 

未
知

の
状

況
に

も
対

応
で

き
る

 
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

等
の

育
成

 
生

き
て

働
く
知
識
・
技
能

の
習

得
 

学
び

を
人

生
や

社
会

に
生

か
そ

う
と

す
る

 
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性

の
涵

養
 

学
習
指
導
要
領
改
訂
の
意
味

 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 
  

ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

 

  
子
供
一
人
一
人
の
発
達
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
か

 
  

何
が
身
に
つ
い
た
か
＜
学
習
評
価
＞

 

  

汎
用
的
な
資
質
・
能
力
の
育
成

 

  
何
を
学
ぶ
か

 

  

   

何
を
学
ぶ
か

 

学
習
指
導
要
領
総
則
の
構
造
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
･
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
イ
メ
ー
ジ

 

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

 
何
が
身
に
付
い
た
か

 

実
施
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か

 

子
供
の
発
達
を

 
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
か

 

ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

 

○
 
小
学
校
教
育
の
基
本

 
○

 
学
習
評
価
を
通
じ
た
学
習
指
導
の
改
善

 

○
 
児
童
の
発
達
の
支
援

 

○
 
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る

生
徒
へ
の
指
導

 

○
 
教
育
課
程
の
編
成

 
○

 
教
育
課
程
の
実
施

 

○
 
学
校
の
指
導
体
制
の
充
実

 
 

 
 

 
○

 
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
・
協
働

 

 
 

 教
育
課
程
の
構
造
や
、
新
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
教
職
員
が

校
内
研
修
や
多
様
な
研
修
の
場
を
通
じ
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」

「
何
を
学
ぶ
か
」
「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」
の
視
点
か
ら
学
習
指
導
要
領
の
要
で
あ
り
、
教
育
課
程
に
関
す
る
基
本

原
則
を
示
す
「
総
則
」
を
抜
本
的
に
改
善
し
、
必
要
な
事
項
を
分
か
り
や
す
く
整
理
。

 

1
5 

①
 

「
何

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
か

」
（

育
成

を
目

指
す

資
質

・
能

力
）

 

②
 

「
何

を
学

ぶ
か

」
（

教
科

等
を

学
ぶ

意
義

と
、

教
科

等
間

・
学

校
段

階
 

 
 

間
の

つ
な

が
り

を
踏

ま
え

た
教

育
課

程
の

編
成

）
 

③
 

「
ど

の
よ

う
に

学
ぶ

か
」

（
各

教
科

等
の

指
導

計
画

の
作

成
と

実
施

、
 

 
 

学
習

・
指

導
の

改
善

・
充

実
）

＝
「

主
体

的
･
対

話
的

で
深

い
学

び
」

 

④
 

「
子

供
一

人
一

人
の

発
達

を
ど

の
よ

う
に

支
援

す
る

か
」

（
子

供
の

発
 

 
 

達
を

踏
ま

え
た

指
導

）
 

⑤
 

「
何

が
身

に
付

い
た

か
」

（
学

習
評

価
の

充
実

）
 

⑥
 

「
実

施
す

る
た

め
に

何
が

必
要

か
」

（
学

習
指

導
要

領
等

の
理

念
を

実
 

 
 

現
す

る
た

め
に

必
要

な
方

策
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

「
答

申
」

p
.2

1
）

 

16
 

新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
枠
組
み

 

 
教

育
課

程
と

は
、

学
校

教
育

の
目

的
や

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

、
教

育
 

の
内

容
を

子
供

の
心

身
の

発
達

に
応

じ
、

授
業

時
数

と
の

関
連

に
お

い
て

総
 

合
的

に
組

織
し

た
学

校
の

教
育

計
画

で
あ

り
、

そ
の

編
成

主
体

は
各

学
校

で
 

あ
る

。
各

学
校

に
は

、
学

習
指

導
要

領
等

を
受

け
止

め
つ

つ
、

子
供

た
ち

の
 

姿
や

地
域

の
実

状
等

を
踏

ま
え

て
、

各
学

校
が

設
定

す
る

学
校

教
育

目
標

を
 

実
現

す
る

た
め

に
、

学
習

指
導

要
領

等
に

基
づ

き
教

育
課

程
を

編
成

し
、

そ
 

れ
を

実
施

・
評

価
し

改
善

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
こ

れ
が

、
い

わ
 

ゆ
る

「
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

」
で

あ
る

。
 

 
（

「
答

申
」

p
.2

3
）

 

1
7 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性

 

•
 

学
校

が
創

意
工

夫
を

生
か

し
た

特
色

あ
る

教
育

活
動

を
進

め
る

た
め

、
 

 
地

域
や

学
校

の
実

態
等

に
即

し
、

学
校

の
特

色
を

生
か

し
た

適
切

な
教

育
 

 
課

程
を

編
成

、
実

施
す

る
と

と
も

に
、

絶
え

ず
評

価
、

改
善

し
て

い
く

こ
 

 
と

を
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

･
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
と

い
う

。
 

•
 

各
学

校
で

は
、

教
育

課
程

の
編

成
に

お
い

て
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

･
マ

ネ
ジ

 

 
メ

ン
ト

と
し

て
学

校
教

育
全

体
を

通
し

て
育

成
す

べ
き

学
力

と
、

各
教

科
 

 

 
等

で
育

成
す

べ
き

資
質

･
能

力
と

の
相

関
･
関

連
を

図
り

つ
つ

、
教

育
活

動
 

 
全

体
を

主
体

的
に

改
善

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
と

な
る

。
 

1
8 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
意
味
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チ
ー

ム
学

校

・
子

供
た

ち
は

、
学

校
・

学
年

・
担

任
・

教
科

担
当

を
選

べ
な

い
。

・
学

校
と

し
て

の
学

力
保

証

教
育

課
程

・
学

習
内

容
の

明
示

化
 

・
学

校
全

体
の

教
育

課
程

・
指

導
内

容
・

子
供

た
ち

、
の

理
解

・
一

つ
の

学
年

の
み

で
な

く
、

全
教

員
で

学
校

全
体

の
取

組
を

図
る

○
新

学
習

指
導

要
領

に
お

け
る

各
教

科
等

の
内

容
の

系
統

性

「
学

習
指

導
要

領
 

解
説

 
付

録
」

に
各

教
科

の
系

統
一

覧

1
9 

な
ぜ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
の
か

 

「
教

科
書

を
学

ぶ
」

 
・

 
「

教
科

書
で

学
ぶ

」
 

教
科

書
は

、
全

国
一

律
の

も
の

 

地
域

や
学

校
の

特
色

は
、

考
え

ら
れ

て
い

な
い

。
 

教
科

書
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
指

導
内

容
は

、
一

回
限

り
 

学
習

指
導

要
領

の
内

容
を

基
に

、
各

学
校

で
教

育
課

程
の

編
成

 

子
供

た
ち

の
実

態
に

合
っ

た
教

育
課

程
の

編
成

 

指
導

内
容

の
繰

り
返

し
の

指
導

が
可

能
 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ
る
理
由

各
学

校
毎

の
教

育
課

程
の

編
成

 

 
 

学
校

の
特

色
を

生
か

し
た

魅
力

の
あ

る
教

育
課

程
づ

く
り

 

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

作
成

の
重

要
性

 

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

含
み

、
学

校
教

育
全

体
を

鳥
瞰

で
き

る
図

 

 
教

育
課

程
を

作
る

こ
と

は
、

単
に

授
業

の
予

定
と

し
て

の
編

成
表

を
作

る
こ

と
で

は
な

い
。

 

子
供

た
ち

の
実

態
へ

の
配

慮
、

 

分
か

る
授

業
へ

の
組

み
立

て
が

重
要

 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
学
校
の
特
徴
や
魅
力
を
示
す

（
1
）

教
育

課
程

の
編

成
に

対
す

る
学

校
の

基
本

方
針

を
明

確
に

す
る

。

（
2
）

教
育

課
程

の
編

成
・

実
施

の
た

め
の

組
織

と
日

程
を

決
め

る
。

（
3
）

教
育

課
程

の
編

成
の

た
め

の
事

前
の

研
究

や
調

査
を

す
る

。

（
4
）

学
校

の
教

育
目

標
な

ど
教

育
課

程
の

編
成

の
基

本
と

な
る

事
項

を
定

め
る

。

（
5
）

教
育

課
程

を
編

成
す

る
。

（
6
）

教
育

課
程

を
評

価
し

改
善

す
る

。

（
学

習
指

導
要

領
解

説
 

総
則

編
 

小
学

校
p
.4

3
-4

5
･中

学
校

p
p
.4

４
-4

6
）

 

（
高

等
学

校
学

習
指

導
要

領
解

説
 

総
則

編
 

p
p
.4

8
-5

0
）

  

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
順
の
一
例

学
習
指
導
要
領
改
訂
の
意
味

 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

 

 

子
供
一
人
一
人
の
発
達
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
か

 

何
が
身
に
つ
い
た
か
＜
学
習
評
価
＞

 

汎
用
的
な
資
質
・
能
力
の
育
成

 

何
を
学
ぶ
か

 

 

１
．

【
学

校
の

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

】
 

２
．

【
各

学
年

の
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
】

 

学
年

経
営

計
画

 

 
 

【
各

教
科

等
の

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

】
 

 
教

科
経

営
計

画
 

３
．

各
教

科
等

の
年

間
指

導
計

画
 

４
．

各
教

科
等

の
単

元
指

導
案

（
単

元
の

指
導

計
画

）
 

５
．

各
教

科
等

の
単

元
指

導
案

を
基

に
し

た
「

学
び

の
プ

ラ
ン

」
 

６
．

上
記

１
か

ら
５

の
自

己
点

検
・

自
己

評
価

、
改

善
の

方
向

性
 

学
校

評
価

 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
具
体
の
手
順

037



  
各
教
科
等
を
通
し
て
育
成
す
べ
き
児
童
生
徒
の
資
質
・
能
力

 

 

 
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

 

  
各
教
科
等
の
年
間
指
導
時
数
・
各
単
元
の
評
価
規
準

/
指
導
時
数

 

 

各
学
年
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

 

各
教
科
等
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

 

各
教
科
等
の
年
間
指
導
計
画

 

  
単
元
や
題
材
の
評
価
規
準
・
単
元
題
材
の
指
導
計
画

/
評
価
計
画

 

 
各
教
科
等
の
単
元
や
題
材
の
指
導
案

 

【
学
校
経
営
計
画
】

 
学
校
の
教
育
目
標

/年
度
の
重
点
目
標

/ 
生
き
る
力
（確

か
な
学
力

/
豊
か
な
人
間
性

/健
康
・体

力
） 

/
安
心
・安

全
/開

か
れ
た
学
校
づ
く
り

/
児
童
生
徒
の
実
態

 

  
【
各
教
科
等
の
教
育
目
標
・教

育
内
容
】

 
各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
た
「見

方
・
考
え
方
」

 

 

   
学
校
教
育
を
通
し
て
育
成
す
べ
き
児
童
生
徒
の
資
質
・
能
力

 

 

【
児
童
生
徒
に
単
元
や
題
材
で
身
に
付
け
さ
せ
た
い
資
質
・
能
力
】

 
＜
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
＞

 
指
導
目
標

/指
導
内
容
・教

材
/学

習
活
動
・
指
導
方
法

/評
価

 

  
各
学
年
を
通
し
て
育
成
す
べ
き
児
童
生
徒
の
資
質
・
能
力

 

 

  
【
学
年
経
営
計
画
】

 
各
教
科
等
横
断
的
な
資
質
・能

力
の
育
成

 
各
学
年
の
目
標

/
各
学
年
の
児
童
生
徒
の
実
態

 

 

教
育
課
程
の
実
施

 
各
教
科
等
の
授
業

 

【
事
前
】
  
児
童
生
徒
の
学
習
状
況
の
確
認

 

個
別
支
援
計
画

/授
業
計
画
・指

導
形
態
・ 

学
習
評
価
計
画
の
進
捗
管
理

 

【
授
業
】 

 
児
童
生
徒
の
学
習
状
態
の
確
認

 

 
 

 
 

 
児
童
生
徒
の
授
業
に
対
す
る
取
り
組
み
の
確
認

  
 

【
事
後
】 

 
児
童
生
徒
に
よ
る
授
業
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

 

 
 

 
 

 
 

 
 
学
習
評
価
の
結
果
の
公
表
・分

析
 

 
 

 
 

 
 

 
 
授
業
評
価
（教

師
・児

童
生
徒
）
 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 
 

2
6 

【
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
】

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
○C
髙
木
展
郎

2
0

1
7

 

            
 

                 

 

実
施
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か

 

○
指
導
体
制
の
充
実
、
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
･
協
働
 

 

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
 

○
学
校
教
育
の
基
本
 

ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
 

○
教
育
課
程
の
実
施
 

「
学
校
教
育
目
標
」
と
「
令
和
○
年
度
重
点
目
標
」
に
向
け
て

 
 

 

子
供
の
実
態
 

 

 

目
指
す
子
供
の
姿
 

何
を
学
ぶ
か
 

○
教
育
課
程
の
編
成
 

子
供
の
発
達
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
か
 

○
配
慮
を
必
要
と
す
る
子
供
へ
の
指
導
 

何
が
身
に
付
い
た
か
 

○
学
習
評
価
を
通
じ
た
学
習
指
導
の
改
善
 

資
質
・
能
力
の
育
成

 

豊
か
な
人
間
性

 

 

健
康
・
体
力
 

 

安
心
・
安
全
を
守
る

 

 

開
か
れ
た
学
校
作
り
 

  

【
各
学
年
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
】

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
第

 
 

 
 
学
年

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

 


 
何
を
学
ぶ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

  

実
施
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
 
○
指
導
体
制
の
充
実
、
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
･
協
働
 

ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

 

○
各
教
科
等
の
授
業
の
実
施

 

S
e
 

  
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

  

 

各
教
科
等
横
断
的
な
視
点
に
立
っ
た
資
質
・
能
力
の
育
成

 

 

何
を
学
ぶ
か

 

○
各
教
科
等
の
教
育
課
程
の
編
成

 
 
 

 

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

 

○
各
教
科
等
で
育
成
す
る
資
質
・
能
力

 

  

子
供
た
ち
の
実
態

 

  

目
指
す
子
供
た
ち
の
姿

 
子
供
た
ち
の
発
達
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
か

 

○
配
慮
を
必
要
と
す
る
子
供
へ
の
指
導

 

何
が
身
に
付
い
た
か

 

○
各
教
科
等
の
学
習
評
価

 

 

 

 

【
各
教
科
等
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
】

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
科

 

 

   


 
何
を
学
ぶ
か

 


 
何
を
学
ぶ

 

 

 

実
施
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か

 
○
指
導
体
制
の
充
実
、
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
･
協
働
 


 
何
を
学
ぶ
か

 

 

 

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

 

○
各
教
科
等
で
育
成
す
る
資
質
・
能
力

 

 

が
ｌ
ｔ
 

   

ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

 

○
各
教
科
等
の
授
業
の
実
施

 

 
 

各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
た
「
見
方
・
考
え
方
」

 

 

子
供
の
実
態
 

 

目
指
す
子
供
の
姿
 

何
を
学
ぶ
か

 

○
各
教
科
等
の
教
育
課
程
の
編
成

 
 
 

 

が
ｌ
ｔ

 

   

子
供
の
発
達
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
か

 

○
配
慮
を
必
要
と
す
る
子
供
へ
の
指
導

 

何
が
身
に
付
い
た
か

 

○
各
教
科
等
の
学
習
評
価

 


 
何
を
学
ぶ
か

 

 

 

2
0
1
9

各
教
科
等
の
年
間
指
導
計
画

©
髙
木
展
郎

単
元
・
題
材
で
育
成
す
る
資
質
・
能
力

時
期

＜
単
元
・
題
材
の
評
価
規
準
＞

（
）

月
各
教
科
等
横
断
的
な
資
質
･

週
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
２
内
容

主
な
言
語
活
動

能
力
の
育
成
に
関
わ
る
他
教

日
単
元
・
題
材
名

評
価
方
法

学
習

活
動

指
導

「
」

の
指
導
「
事
項
」
か
ら
，
単
元
の
評
価
規
準
と

科
等
と
の
関
連

時
数

「
」

。
し
て
適
切
な
指
導

事
項

を
選
択
し
て
示
す

＜
学
習
指
導
要
領
か
ら
の
転
記
＞

４
月

①
知
識
・
技
能

週 日
②

思
考
・
判
断
・
表
現

③
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

４
月

①
知
識
・
技
能

週 日
②

思
考
・
判
断
・
表
現

③
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

４
月

①
知
識
・
技
能

週 日
②

思
考
・
判
断
・
表
現

③
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

３
月

①
知
識
・
技
能

週 日
②

思
考
・
判
断
・
表
現

③
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

指
導

時
数
の
合
計

038



 
こ

れ
ま

で
、

評
価

規
準

や
評

価
方

法
等

の
評

価
の

方
針

等
に

つ
い

て
、

必
ず

し
も

教
師

が
十

分
に

児
童

生
徒

等
に

伝
え

て
い

な
い

場
合

が
あ

る
こ

と
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
ど

の
よ

う
な

方
針

に
よ

っ
て

評
価

を
行

う
の

か
を

事
前

に
示

し
、

共
有

し
て

お
く

こ
と

は
、

評
価

の
妥

当
性

・
信

頼
性

を
高

め
る

と
と

も
に

、
児

童
生

徒
に

各
教

科
等

に
お

い
て

身
に

付
け

る
べ

き
資

質
・

能
力

の
具

体
的

な
イ

メ
ー

ジ
を

も
た

せ
る

観
点

か
ら

も
不

可
欠

で
あ

る
と

と
も

に
児

童
生

徒
に

自
ら

の
学

習
の

見
通

し
を

も
た

せ
自

己
の

学
習

の
調

整
を

図
る

き
っ

か
け

と
な

る
こ

と
も

期
待

さ
れ

る
。

 

 
ま

た
、

児
童

生
徒

に
評

価
の

結
果

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

際
に

も
、

ど
の

よ
う

な
方

針
に

よ
っ

て
評

価
し

た
の

か
を

改
め

て
共

有
す

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

 

    

評
価
の
方
針
等
に
児
童
生
徒
と
の
共
有
に
つ
い
て

 

 
そ

の
際

、
児

童
生

徒
の

発
達

の
段

階
に

も
留

意
し

た
上

で
、

児
童

生
徒

用
に

学
習

の
見

通
し

と
し

て
学

習
の

計
画

や
評

価
の

方
針

を
事

前
に

示
す

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。
特

に
小

学
校

低
学

年
の

児
童

に
対

し
て

は
、

学
習

の
「

め
あ

て
」

な
ど

の
わ

か
り

易
い

言
葉

で
伝

え
た

り
す

る
な

ど
の

工
夫

が
求

め
ら

れ
る

。
 

 
 

 
（

中
央

教
育

審
議

会
「

児
童

生
徒

の
学

習
評

価
の

在
り

方
（

報
告

）
」

p
.1

4
）

１
．

単
元

の
開

始
時

に
「

学
習

の
見

通
し

」
 

単
元

の
学

習
内

容
・

単
元

を
通

し
て

解
決

す
べ

き
課

題
・

評
価

規
 

 
 

準
・

評
価

方
法

の
概

要
の

理
解

 

２
．

単
元

の
学

習
を

通
し

て
行

う
学

習
へ

の
理

解
 

 
目

的
、

課
題

と
内

容
の

理
解

 

３
．

単
元

終
了

時
に

「
学

習
の

振
り

返
り

」
 

(1
)

学
び

の
意

義
（

興
味

・
有

用
性

・
価

値
）

(2
)

学
習

を
通

し
た

自
分

自
身

へ
の

気
付

き
・

変
容

(3
)

新
た

な
疑

問
や

課
題

「
学
び
の
プ
ラ
ン
」
の
意
味

 
【
各
教
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
評
価
】

 

 

 

【
成
果
】

 

【
課
題
】

 

 

 
【
成
果
】
【
課
題
】

 

【
成
果
】

 

【
課
題
】

 

実
施
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か

 
○
指
導
体
制
の
充
実
、
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
･
協
働
 


何
を
学
ぶ
か

 

【
成
果
】

 

【
課
題
】

 

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

 

○
各
教
科
等
で
育
成
す
る
資
質
・
能
力

 

が
ｌ
ｔ

ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

 

○
各
教
科
等
の
授
業
の
実
施

 

【
成
果
】

 

か
あ
亜

 

【
成
果
】

 

【
課
題
】

 

【
成
果
】

 

【
課
題
】

 

各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
た
「
見
方
・
考
え
方
」

 

生
徒
の
実
態
 

【
成
果
】

 

【
課
題
】

 

目
指
す
生
徒
の
姿
 

何
を
学
ぶ
か

 

○
各
教
科
等
の
教
育
課
程
の
編
成

 
 
 

が
ｌ
ｔ

生
徒
の
発
達
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
か

 

○
配
慮
を
必
要
と
す
る
子
供
へ
の
指
導

 

何
が
身
に
付
い
た
か

 

○
各
教
科
等
の
学
習
評
価

 


何
を
学
ぶ
か

 

【
成
果
】

 

【
課
題
】

 

【
各
学
年
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
】
の
評
価

 
第

 
学
年

 

 
 
 
【
成
果
】

 

 
 
【
課
題
】

 


何
を
学
ぶ

【
成
果
】

 

【
成
果
】

 

【
課
題
】

 

実
施
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
 
○
指
導
体
制
の
充
実
、
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
･
協
働

ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

 

○
各
教
科
等
の
授
業
の
実
施
 

S
e
 

【
成
果
】

 

【
課
題
】

 

【
成
果
】

 

【
課
題
】

 

各
教
科
等
横
断
的
な
視
点
に
立
っ
た
資
質
・
能
力
の
育
成

 

何
を
学
ぶ
か

 

○
各
教
科
等
の
教
育
課
程
の
編
成

【
成
果
】

 

【
課
題
】

 

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

 

○
各
教
科
等
で
育
成
す
る
資
質
・
能
力

 

子
供
た
ち
の
実
態

 

【
成
果
】

 

【
課
題
】

 

目
指
す
子
供
た
ち
の
姿
 

子
供
た
ち
の
発
達
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
か
 

○
配
慮
を
必
要
と
す
る
子
供
へ
の
指
導

 

何
が
身
に
付
い
た
か

 

○
各
教
科
等
の
学
習
評
価

 

【
成
果
】

 

【
課
題
】
 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
用
い
た
学
校
評
価

 
１

○
学

校
の

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

や
学

校
経

営
計

画
に

記
さ

れ
る

学
校

教
育

目
標

等
の

策
定

は
、

教
育

課
程

編
成

の
一

環
で

も
あ

り
、

「
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

」
の

中
心

と
な

る
も

の
で

あ
る

。
学

校
評

価
に

お
い

て
目

指
す

べ
き

目
標

を
、

子
供

た
ち

に
ど

の
よ

う
な

資
質

・
能

力
を

育
み

た
い

か
を

踏
ま

え
て

設
定

し
、

教
育

課
程

を
通

じ
て

そ
の

実
現

を
図

っ
て

い
く

と
す

れ
ば

、
学

校
評

価
の

営
み

は
「

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
」

そ
の

も
の

で
あ

る
と

見
る

こ
と

も
で

き
る

。
（

「
答

申
」

p
.2

5
）

 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
用
い
た
学
校
評
価

 
２

 
各

学
校

に
お

い
て

は
，

校
長

の
方

針
の

下
に

，
校

務
分

掌
に

基
づ

き
教

職
員

が
適

切
に

役
割

を
分

担
し

つ
つ

，
相

互
に

連
携

し
な

が
ら

，
各

学
校

の
特

色
を

生
か

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

行
う

よ
う

努
め

る
も

の
と

す
る

。
ま

た
，

各
学

校
が

行
う

学
校

評
価

に
つ

い
て

は
，

教
育

課
程

の
編

成
，

実
施

，
改

善
が

教
育

活
動

や
学

校
運

営
の

中
核

と
な

る
こ

と
を

踏
ま

え
，

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
と

関
連

付
け

な
が

ら
実

施
す

る
よ

う
留

意
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 
小

学
校

学
習

指
導

要
領

総
則

p
.1

1
 

中
学

校
学

習
指

導
要

領
総

則
p
.1

1

高
等

学
校

学
習

指
導

要
領

総
則

p
p
.2

1
-2

2
 

039



グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

に
示

し
た

項
目

ご
と

の
内

容
を

具
体

的
に

評
価

す
る

 

 
１

．
学

校
目

標
の

実
現

 

 
２

．
本

年
度

の
重

点
目

標
の

実
現

 

 
３

．
①

「
何

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

か
」

 

 
４

．
②

「
何

を
学

ん
だ

か
」

 

 
５

．
③

「
ど

の
よ

う
に

学
ん

だ
か

」
（

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

）
 

 
６

．
④

「
子

供
一

人
一

人
の

発
達

を
ど

の
よ

う
に

支
援

し
た

か
」

 

 
７

．
⑤

「
何

が
身

に
付

い
た

か
」

 

 
８

．
⑥

「
実

施
す

る
た

め
の

必
要

な
条

件
は

適
切

だ
っ

た
か

」
 

 
９

．
学

校
の

指
導

体
制

 

 
1
0
．

家
庭

地
域

と
の

連
携

・
協

働
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カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
評
価
内
容

 
【
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
】
学
校
評
価
用
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2
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1
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【
成
果
】

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
【
成
果
】

 
 

 

 
【
課
題
】

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
【
課
題
】

 

      
 

   
【
成
果
】

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【
成
果
】

 
 

 

 
【
課
題
】

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【
課
題
】

 
 

 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
【
成
果
】

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【
】

 
 

 

 
'」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
【
課
題
】

 
 

 

      
【
成
果
】

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【
成
果
】

 
 

 
【
成
果
】

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【
成
果
】

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  【
成
果
】

 

【
課
題
】

 

 

実
施
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か

 

○
指
導
体
制
の
充
実
、
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
･
協
働

 

【
目
標
の
実
現
状
況
】

 

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
 

○
学
校
教
育
の
基
本
 

ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
 

○
教
育
課
程
の
実
施
 

「
学
校
教
育
目
標
」
と
「
令
和
○
年
度
重
点
目
標
」
に
向
け
て

 
 

【
】

 

子
供
の
実
態
 

 
【
成
果
】

 

【
課
題
】

 

目
指
す
子
供
の
姿
 

何
を
学
ぶ
か
 

○
教
育
課
程
の
編
成
 

子
供
の
発
達
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
か
 

○
配
慮
を
必
要
と
す
る
子
供
へ
の
指
導
 

何
が
身
に
付
い
た
か
 

○
学
習
評
価
を
通
じ
た
学
習
指
導
の
改
善
 

資
質
・
能
力
の
育
成
 

豊
か
な
人
間
性

 

 

健
康
・
体
力

 

 

安
心
・
安
全
を
守
る

 
 【
成
果
】

 

【
課
題
】

 

開
か
れ
た
学
校
作
り
 

 【
成
果
】

 

【
課
題
】

 

学
習
指
導
要
領
改
訂
の
意
味

 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 
  

ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

 

  
子
供
一
人
一
人
の
発
達
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
か

 
  

何
が
身
に
つ
い
た
か
＜
学
習
評
価
＞

 

  

汎
用
的
な
資
質
・
能
力
の
育
成

 

何
を
学
ぶ
か

 

「
答
申
」
に
お
け
る
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現

 

○
 

子
供

た
ち

が
、

学
習

内
容

を
人

生
や

社
会

の
在

り
方

と
結

び
付

け
て

深
 

 
く

理
解

し
、

こ
れ

か
ら

の
時

代
に

求
め

ら
れ

る
資

質
・

能
力

を
身

に
付

け
、

 

 
生

涯
に

わ
た

っ
て

能
動

的
に

学
び

続
け

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
 

 
す

る
た

め
、

子
供

た
ち

が
「

ど
の

よ
う

に
学

ぶ
か

」
と

い
う

学
び

の
質

を
 

 
重

視
し

た
改

善
を

図
っ

て
い

く
こ

と
で

あ
る

。
 

 ○
 

学
び

の
質

を
高

め
て

い
く

た
め

に
は

、
「

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
 

 
び

」
の

実
現

に
向

け
て

、
日

々
の

授
業

を
改

善
し

て
い

く
た

め
の

視
点

を
 

 
共

有
し

、
授

業
改

善
に

向
け

た
取

組
を

活
性

化
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
 

 
あ

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
「

答
申

」
p
.2

6
）

 

 

高
等

学
校

 
第

３
款

 教
育

課
程

の
実

施
と

学
習

評
価

 (
p
.1

7
-1

8
) 

１
 主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
の

実
現

に
向

け
た

授
業

改
善

  

 
各

教
科

・
科

目
等

の
指

導
に

当
た

っ
て

は
，

次
の

事
項

に
配

慮
す

る
も

の
と

す
る

。
  

(1
) 

第
１

款
の

３
の

(1
)か

ら
(3

)ま
で

に
示

す
こ

と
が

偏
り

な
く

実
現

さ
 

  
  
れ

る
よ

う
，

単
元

 や
題

材
な

ど
内

容
や

時
間

の
ま

と
ま

り
を

見
通

し
な

 

  
  
が

ら
，

生
徒

の
主

体
的

・
対

話
的

で
 深

い
学

び
の

実
現

に
向

け
た

授
 

  
  
業

改
善

を
行

う
こ

と
。

 

  
  
  

 特
に

，
各

教
科

・
科

目
等

に
お

い
て

身
に

付
け

た
知

識
及

び
技

能
を

  
  

  
 

 
 

 
 

 
 活

用
し

た
り

，
思

 考
力

，
判

断
力

，
表

現
力

等
や

学
び

に
向

か
う

力
，

 
 

 

 
 人

間
性

等
を

発
揮

さ
せ

た
り

し
て

，
 学

習
の

対
象

と
な

る
物

事
を

捉
え

 

 
 思

考
す

る
こ

と
に

よ
り

，
各

教
科

・
科

目
等

の
特

質
に

 応
じ

た
物

事
を

 

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
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捉
え

る
視

点
や

考
え

方
（

以
下

「
見

方
・

考
え

方
」

と
い

う
。

）
が

鍛
え

 

ら
れ

て
い

く
こ

と
に

留
意

し
，

生
徒

が
各

教
科

・
科

目
等

の
特

質
に

応
じ

 

た
見

方
・

考
え

 方
を

働
か

せ
な

が
ら

，
知

識
を

相
互

に
関

連
付

け
て

よ
 

り
深

く
理

解
し

た
り

，
情

報
を

精
 査

し
て

考
え

を
形

成
し

た
り

，
問

題
 

を
見

い
だ

し
て

解
決

策
を

考
え

た
り

，
思

い
や

考
え

を
基

に
創

造
し

た
 

り
す

る
こ

と
に

向
か

う
過

程
を

重
視

し
た

学
習

の
充

実
を

図
る

こ
と

。
 

(2
)

第
２

款
の

２
の

(1
)に

示
す

言
語

能
力

の
育

成
を

図
る

た
め

，
各

学

校
に

お
い

て
必

要
 な

言
語

環
境

を
整

え
る

と
と

も
に

，
国

語
科

を
要

と

し
つ

つ
各

教
科

・
科

目
等

の
特

質
に

 応
じ

て
，

生
徒

の
言

語
活

動
を

充

実
す

る
こ

と
。

あ
わ

せ
て

，
(6

)に
示

す
と

お
り

読
書

活
動

を
充

実
す

る

こ
と

。

(4
)

生
徒

が
学

習
の

見
通

し
を

立
て

た
り

学
習

し
た

こ
と

を
振

り
返

っ
た

り
す

る
活

動
を

，
 計

画
的

に
取

り
入

れ
る

よ
う

に
工

夫
す

る
こ

と
。

(5
)

生
徒

が
生

命
の

有
限

性
や

自
然

の
大

切
さ

，
主

体
的

に
挑

戦
し

て
み

る
こ

と
や

多
様

な
 他

者
と

協
働

す
る

こ
と

の
重

要
性

な
ど

を
実

感
し

な

が
ら

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
 う

，
各

教
科

・
科

目
等

の
特

質
に

応

じ
た

体
験

活
動

を
重

視
し

，
家

庭
や

地
域

社
会

と
連

 携
し

つ
つ

体
系

的
・

継
続

的
に

実
施

で
き

る
よ

う
工

夫
す

る
こ

と
。

(6
)

学
校

図
書

館
を

計
画

的
に

利
用

し
そ

の
機

能
の

活
用

を
図

り
，

生
徒

の
主

体
的

・
対

話
 的

で
深

い
学

び
の

実
現

に
向

け
た

授
業

改
善

に
生

か

す
と

と
も

に
，

生
徒

の
自

主
的

，
自

 発
的

な
学

習
活

動
や

読
書

活
動

を

充
実

す
る

こ
と

。
ま

た
，

地
域

の
図

書
館

や
博

物
館

，
 美

術
館

，
劇

場
，

音
楽

堂
等

の
施

設
の

活
用

を
積

極
的

に
図

り
，

資
料

を
活

用
し

た
情

報

の
収

集
や

鑑
賞

等
の

学
習

活
動

を
充

実
す

る
こ

と
。

 
子

供
た

ち
が

、
各

教
科

等
の

学
び

の
過

程
の

中
で

、
身

に
付

け
た

 
資

 

質
・

能
力

の
三

つ
の

柱
を

活
用

・
発

揮
し

な
が

ら
物

事
を

捉
え

思
考

す
る

こ
 

と
を

通
じ

て
、

資
質

・
能

力
が

さ
ら

に
伸

ば
さ

れ
た

り
、

新
た

な
資

質
・

能
 

力
が

育
ま

れ
た

り
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

教
員

は
こ

の
中

で
、

教
 

え
る

場
面

と
、

子
供

た
ち

に
思

考
・

判
断

・
表

現
さ

せ
る

場
面

を
効

果
的

に
 

設
計

し
関

連
さ

せ
な

が
ら

指
導

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
 

（
「

答
申

」
p
.5

0
）

 

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
意
味

 
○

こ
れ

ら
「

主
体

的
な

学
び

」
「

対
話

的
な

学
び

」
「

深
い

学
び

」
の

三

つ
の

視
点

は
、

子
供

の
学

び
の

過
程

と
し

て
は

一
体

と
し

て
実

現
さ

れ
る

も
の

で
あ

り
、

ま
た

、
そ

れ
ぞ

れ
相

互
に

影
響

し
合

う
も

の
で

も
あ

る
が

、

学
び

の
本

質
と

し
て

重
要

な
点

を
異

な
る

側
面

か
ら

捉
え

た
も

の
で

あ
り

、

授
業

改
善

の
視

点
と

し
て

は
そ

れ
ぞ

れ
固

有
の

視
点

で
あ

る
こ

と
に

留
意

が
必

要
で

あ
る

。
単

元
や

題
材

の
ま

と
ま

り
の

中
で

、
子

供
た

ち
の

学
び

が
こ

れ
ら

三
つ

の
視

点
を

満
た

す
も

の
に

な
っ

て
い

る
か

、
そ

れ
ぞ

れ
の

視
点

の
内

容
と

相
互

の
バ

ラ
ン

ス
に

配
慮

し
な

が
ら

学
び

の
状

況
を

把
握

し
改

善
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

  
  

  
  
  

  
  

（
「

答
申

」
p
.5

0
）

 

１
．

相
手

の
話

に
耳

を
傾

け
集

中
し

て
理

解
す

る
こ

と
 

２
．

相
手

と
意

見
を

比
べ

た
り

修
正

し
た

り
し

な
が

ら
自

分
で

考
え

る
こ

 
 

と
 

３
．

自
分

の
考

え
と

理
由

を
は

っ
き

り
さ

せ
て

説
明

・
発

表
し

、
話

し
合

 
い

を
つ

な
げ

て
発

展
さ

せ
る

こ
と

 

「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
の
育
成

 

in
p

u
t

in
ta

k
e
 

o
u

tp
u

t 
  
受
信

 
思
考

 発
信
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①
 

学
ぶ

こ
と

に
興

味
や

関
心

を
持

ち
、

自
己

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
の

方
 

 
向

性
と

関
連

付
け

な
が

ら
、

見
通

し
を

持
っ

て
粘

り
強

く
取

り
組

み
、

 

 
自

己
の

学
習

活
動

を
振

り
返

っ
て

次
に

つ
な

げ
る

「
主

体
的

な
学

 

 
び

」
が

実
現

で
き

て
い

る
か

。
 

   
 

子
供

自
身

が
興

味
を

持
っ

て
積

極
的

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

学
 

 
習

活
動

を
自

ら
振

り
返

り
意

味
付

け
た

り
、

身
に

付
い

た
資

質
・

能
 

 
力

を
自

覚
し

た
り

、
共

有
し

た
り

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
「

答
申

」
p
p
.4

9
-5

0
）
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「
主
体
的
」
な
学
び
と
は

 

１
．

生
徒

た
ち

が
自

覚
的

に
行

う
「

受
信

→
思

考
→

発
信

」
の

授
業

 

  
 （

１
）

 
生

徒
た

ち
が

自
分

の
立

場
に

気
付

く
 

 
 

 
  

・
「

わ
か

ら
な

い
」

「
こ

ま
っ

た
」

を
大

切
に

す
る

 

 
  

  
  

  
・

自
分

の
立

場
、

考
え

を
は

っ
き

り
さ

せ
る

 

 
 

 
 

 
 

自
分

の
考

え
を

ノ
ー

ト
に

書
き

な
が

ら
、

広
げ

る
・

深
め

る
 

 
（

２
）

「
考

え
」

た
こ

と
を

、
自

分
の

こ
と

ば
で

「
説

明
す

る
」

 

 
  

  
  

  
・

「
各

教
科

等
に

お
け

る
言

語
活

動
の

充
実

」
と

い
う

学
習

活
動

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
言

語
活

動
:記

録
・

要
約

・
説

明
・

論
述

・
話

合
い

 

 

主
体
的
な
学
び
の
実
現
の
た
め
に

 

 
「

主
体

的
な

学
び

」
の

実
現

に
向

け
て

、
生

徒
た

ち
自

身
が

目
的

や
必

要
 

性
を

意
識

し
て

取
り

組
め

る
学

習
と

な
る

よ
う

、
以

下
の

三
つ

が
重

要
。

 
１

．
学

習
の

見
通

し
を

立
て

た
り

振
り

返
っ

た
り

す
る

学
習

場
面

を
計

画
 

 
的

に
設

け
る

こ
と

。
 

２
．

 生
徒

た
ち

の
学

ぶ
意

欲
が

高
ま

る
よ

う
、

実
社

会
や

実
生

活
と

関
わ

 
 

り
を

重
視

し
た

学
習

課
題

と
し

て
、

生
徒

た
ち

に
身

近
な

話
題

や
現

代
の

 
 

社
会

問
題

を
取

り
上

げ
た

り
自

己
の

在
り

方
生

き
方

に
関

わ
る

話
題

を
設

 
 

定
し

た
り

す
る

こ
と

。
 

３
．

 学
習

を
振

り
返

る
際

、
生

徒
た

ち
自

身
が

自
分

の
学

び
や

変
容

を
見

 
 

取
り

自
分

の
学

び
を

自
覚

す
る

こ
と

が
で

き
、

説
明

し
た

り
評

価
し

た
り

 
 

す
る

こ
と

。
 

 

5
1 

「
主
体
的
な
学
び
」
の
視
点

 

「
対
話
的
」
な
学
び
と
は

 

②
 

子
供

同
士

の
協

働
、

教
職

員
や

地
域

の
人

と
の

対
話

、
先

哲
の

考
え

方
 

 
を

手
掛

か
り

に
考

え
る

こ
と

等
を

通
じ

、
自

己
の

考
え

を
広

げ
深

め
る

 

 
「

対
話

的
な

学
び

」
が

実
現

で
き

て
い

る
か

。
 

  
 

身
に

付
け

た
知

識
や

技
能

を
定

着
さ

せ
る

と
と

も
に

、
物

事
の

多
面

的
 

 
で

深
い

理
解

に
至

る
た

め
に

は
、

多
様

な
表

現
を

通
じ

て
、

教
職

員
と

子
 

 
供

や
、

子
供

同
士

が
対

話
し

、
そ

れ
に

よ
っ

て
思

考
を

広
げ

深
め

て
い

く
 

 
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

「
答

申
」

p
.5

0
）

 

 
「

対
話

的
な

学
び

」
の

実
現

に
向

け
て

、
例

え
ば

、
子

供
同

士
、

子
供

 

と
教

職
員

、
子

供
と

地
域

の
人

が
、

互
い

の
知

見
や

考
え

を
伝

え
合

っ
た

り
 

議
論

し
た

り
協

働
し

た
り

す
る

こ
と

や
、

本
を

通
し

て
作

者
の

考
え

に
触

れ
 

自
分

の
考

え
に

生
か

す
こ

と
な

ど
を

通
し

て
、

互
い

の
知

見
や

考
え

を
広

げ
 

た
り

、
深

め
た

り
、

高
め

た
り

す
る

言
語

活
動

を
行

う
学

習
場

面
を

計
画

的
 

に
設

け
る

こ
と

。
 

 自
己

と
の

対
話

、
他

者
と

の
対

話
、

作
者

と
の

対
話

、
資

料
と

の
対

話
 

 
 

5
3 

「
対
話
的
な
学
び
」
の
視
点

 

１
．

教
室

と
い

う
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

の
確

立
 

 
（

１
）

 
友

だ
ち

と
関

わ
ろ

う
と

す
る

 

 
 

 
 

発
表

に
対

し
て

、
自

分
な

り
に

反
応

し
、

反
応

を
返

す
。

  
 

 
（

２
）

 
｢
あ

た
た

か
な

聴
き

方
｣
｢
や

さ
し

い
話

し
方

｣
 

 
 

 
 

 
 

 
相

手
の

こ
と

を
分

か
ろ

う
と

し
て

聴
く

 

 
 

 
 

 
 

 
相

手
に

分
か

っ
て

も
ら

お
う

と
し

て
話

す
 

 
 

 

 
 

 
 

「
教

室
は

、
間

違
え

る
と

こ
ろ

だ
」

 

 
 

 
 

「
分

か
ら

な
い

」
は

宝
の

言
葉

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

間
違

え
て

も
笑

わ
れ

な
い

｢
場

｣
づ

く
り

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

安
心

感
の

あ
る

｢
居

場
所

｣
づ

く
り

 
 

 
 

  

｢対
話
的
な
学
び
｣
を
支
え
る
ク
ラ
ス
づ
く
り
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③
習

得
・

活
用

・
探

究
と

い
う

学
び

の
過

程
の

中
で

、
各

教
科

等
の

特
質

に
応

じ
た

「
見

方
・

考
え

方
」

を
働

か
せ

な
が

ら
、

知
識

を
相

互

に
関

連
付

け
て

よ
り

深
く

理
解

し
た

り
、

情
報

を
精

査
し

て
考

え
を

形

成
し

た
り

、
問

題
を

見
い

だ
し

て
解

決
策

を
考

え
た

り
、

思
い

や
考

え

を
基

に
創

造
し

た
り

す
る

こ
と

に
向

か
う

「
深

い
学

び
」

が
実

現
で

き

て
い

る
か

。
 

（
「

答
申

」
p
.5

0
）

 

「
深

い
学

び
」

は
資

質
・

能
力

と
し

て
の

「
知

識
・

技
能

，
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

等
，

学
び

に
向

か
う

力
・

人
間

性
」

が
，

子
供

た
ち

の
中

に
着

実
に

育
成

さ
れ

る
よ

う
な

学
び

 

「
深
い
学
び
」
と
は

 

・
「

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

」
は

，
「

主
体

的
・

対
話

的
」

な
学

び
を

受
け

て
「

深
い

学
び

」
を

実
現

す
る

た
め

に
，

単
元

や
題

材
の

授
業

に
お

け
る

一
体

と
し

て
実

現
さ

れ
る

学
び

の
過

程
を

示
し

て
い

る
。

 
 

し
た

が
っ

て
，

「
深

い
学

び
」

だ
け

を
切

り
離

し
，

取
り

出
し

て
示

す
 

こ
と

は
，

「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」

と
し

て
一

体
と

し
て

実
現

 

さ
れ

る
学

び
の

過
程

と
し

て
い

る
趣

旨
に

反
す

る
こ

と
に

な
る

。
 

・
「

深
い

学
び

」
に

は
，

単
元

や
題

材
の

授
業

を
通

し
て

育
成

す
る

資

質
・

能
力

の
内

容
が

示
さ

れ
る

。

 
 

と
同

時
に

，
単

元
や

題
材

に
お

け
る

学
習

過
程

と
し

て
の

学
び

が
有

効
 

で
あ

る
か

を
検

証
す

る
視

点
で

も
あ

る
。

 

「
深
い
学
び
」
の
考
え
方

 
・

「
深

い
学

び
」

で
は

、
単

元
や

題
材

で
育

成
す

べ
き

資
質

・
能

力
と

し
て

の
「

知
識

・
技

能
，

思
考

力
・

判
断

力
・

表
現

力
等

、
学

び
に

向
か

う

力
・

人
間

性
」

が
，

授
業

を
通

し
て

児
童

生
徒

に
着

実
に

育
成

す
る

た
め

の
資

質
・

能
力

の
内

容
を

指
す

。

・
単

元
や

題
材

に
お

け
る

「
深

い
学

び
」

は
，

学
習

指
導

に
よ

り
，

単
元

や

題
材

で
育

成
す

べ
き

資
質

・
能

力
と

し
て

設
定

し
た

学
習

指
導

要
領

の
指

導
「

事
項

」
で

あ
る

，
「

知
識

・
技

能
」

「
思

考
・

判
断

・
表

現
」

の
着

実
な

育
成

と
，

そ
れ

ら
を

受
け

た
指

導
「

事
項

」
に

か
か

わ
る

「
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

態
度

」
が

育
成

さ
れ

て
い

る
か

が
問

わ
れ

る
。

「
指

導
と

評
価

の
一

体
化

」
 

 
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
は

，
必

ず
し

も
１

単
位

時
間

の
授

業
の

中
で

全
て

が
実

現
さ

れ
る

も
の

で
は

な
く

，
単

元
や

題
材

な
ど

内
容

や
時

間
の

ま
と

ま
り

を
見

通
し

て
，

例
え

ば
，

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

め
る

よ
う

学
習

の
見

通
し

を
立

て
た

り
学

習
し

た
こ

と
を

振
り

返
っ

た
り

し
て

自
身

の
学

び
や

変
容

を
自

覚
で

き
る

場
面

を
ど

こ
に

設
定

す
る

か
，

対
話

に
よ

っ
て

自
分

の
考

え
な

ど
を

広
げ

た
り

深
め

た
り

す
る

場
面

を
ど

こ
に

設
定

す
る

か
，

学
び

の
深

ま
り

を
つ

く
り

だ
す

た
め

に
，

生
徒

が
考

え
る

場
面

と
教

師
が

教
え

る
場

面
を

ど
の

よ
う

に
組

み
立

て
る

か
，

と
い

っ
た

観
点

で
授

業
改

善
を

進
め

る
こ

と
が

重
要

と
な

る
。

す
な

わ
ち

，
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
の

実
現

に
向

け
た

授
業

改
善

を
考

え
る

こ
と

は
単

元
や

題
材

な
ど

内
容

や
時

間
の

ま
と

ま
り

を
ど

の
よ

う
に

構
成

す
る

か
と

い
う

デ
ザ

イ
ン

を
考

え
る

こ
と

に
他

な
ら

な
い

。
 

（
『

小
学

校
学

習
指

導
要

領
解

説
 

総
則

編
』

p
p
.7

7
-7

8
。

『
中

学
校

学
習

指
導

要
領

解
説

 
総

則
編

』
p
.7

8
）

『
高

等
学

校
学

習
指

導
要

領
解

説
・

総
則

編
p
.1

1
8
』

）

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
て

 

単
元

や
題

材
に

お
け

る
授

業
を

見
る

視
点

 

①
生

徒
は

，
主

体
的

に
学

ん
で

い
る

か
。

②
生

徒
は

，
対

話
的

に
学

ん
で

い
る

か
。

③
「

主
体

的
・

対
話

的
」

な
学

び
を

受
け

て
（

通
し

て
）

，
資

質
・

能
力

育
成

の
た

め
の

「
深

い
学

び
」

が
実

現
し

て
い

る
か

。

授
業
を
見
る
視
点
と
し
て
の
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

 

•
学

び
の

「
深

ま
り

」
の

鍵
と

な
る

の
が

、
各

教
科

等
の

特
質

に
応

じ
た

「
見

方
・

考
え

方
」

で
あ

る
。

○
「

見
方

・
考

え
方

」
は

、
新

し
い

知
識

・
技

能
を

既
に

持
っ

て
い

る
知

識
・

技
能

と
結

び
付

け
な

が
ら

社
会

の
中

で
生

き
て

働
く

も
の

と
し

て
習

得
し

た
り

、
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

を
豊

か
な

も
の

と
し

た
り

、
社

会
や

世
界

に
ど

の
よ

う
に

関
わ

る
か

の
視

座
を

形
成

し
た

り
す

る
た

め
に

重
要

な
も

の
で

あ
る

。
既

に
身

に
付

け
た

資
質

・
能

力
の

三
つ

の
柱

に

よ
っ

て
支

え
ら

れ
た

「
見

方
・

考
え

方
」

が
、

習
得

・
活

用
・

探
究

と
い

う
学

び
の

過
程

の
中

で
働

く
こ

と
を

通
じ

て
、

資
質

・
能

力
が

さ
ら

に
伸

ば
さ

れ
た

り
、

新
た

な
資

質
・

能
力

が
育

ま
れ

た
り

し
、

そ
れ

に
よ

っ
て

「
見

方
・

考
え

方
」

が
更

に
豊

か
な

も
の

に
な

る
、

と
い

う
相

互
の

関
係

に
あ

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(「
答

申
」

p
.5

2
）

6
0 

「
深
い
学
び
」
と
「
見
方
・
考
え
方
」
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主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
の

実
現

を
目

指
し

て
授

業
改

善
を

進
め

る
に

当
た

り
，

特
に

「
深

い
学

び
」

の
視

点
に

関
し

て
，

各
教

科
等

の
学

び
の

深
ま

り
の

鍵
と

な
る

の
が

「
見

方
・

考
え

方
」

で
あ

る
。

各
教

科
等

の
特

質
に

応
じ

た
物

事
を

捉
え

る
視

点
や

考
え

方
で

あ
る

「
見

方
・

考
え

方
」

は
，

新
し

い
知

識
及

び
技

能
を

既
に

も
っ

て
い

る
知

識
及

び
技

能
と

結
び

付
け

な
が

ら
社

会
の

中
で

生
き

て
働

く
も

の
と

し
て

習
得

し
た

り
，

思
考

力
，

判
断

力
，

表
現

力
等

を
豊

か
な

も
の

と
し

た
り

，
社

会
や

世
界

に
ど

の
よ

う
に

関
わ

る
か

の
視

座
を

形
成

し
た

り
す

る
た

め
に

重
要

な
も

の
で

あ
り

，
習

得
・

活
用

・
探

究
と

い
う

学
び

の
過

程
の

中
で

働
か

せ
る

こ
と

を
通

じ
て

，
よ

り
質

の
高

い
深

い
学

び
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
 

  
  
  

  
  

  
  
  

  
  
  

  
  

  
  
  

  
  
  

  
  

  
  
  

  
  
  

  
  

 （
高

等
学

校
学

習
指

導
要

領
解

説
・

総
則

編
p
.1

1
8
) 

 

習
得
・
活
用
・
探
究
と
｢見

方
・
考
え
方
｣ 

学
習
指
導
要
領
改
訂
の
意
味

 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 
  

ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

 

  
子
供
一
人
一
人
の
発
達
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
か

 
  

何
が
身
に
つ
い
た
か
＜
学
習
評
価
＞

 

  

汎
用
的
な
資
質
・
能
力
の
育
成

 

何
を
学
ぶ
か

 

教
科
等
を
学
ぶ
意
義
と
教
育
課
程

 

○
 

資
質

・
能

力
の

三
つ

の
柱

に
照

ら
し

て
み

る
と

、
教

科
等

に
お

け
る

学
習

は
、

知
識

・
技

能
の

み
な

ら
ず

、
そ

れ
ぞ

れ
の

体
系

に
応

じ
た

思
考

力
・

判
断

力
・

表
現

力
等

や
学

び
に

向
か

う
力

・
人

間
性

等
を

、
そ

れ
ぞ

れ
の

教
科

等
の

文
脈

に
応

じ
て

、
内

容
的

に
関

連
が

深
く

子
供

た
ち

の
学

習
対

象
と

し
や

す
い

内
容

事
項

と
関

連
付

け
な

が
ら

育
む

と
い

う
、

重
要

な
役

割
を

有
し

て
い

る
。

 

○
 

た
だ

し
、

各
教

科
等

で
育

ま
れ

た
力

を
、

当
該

教
科

等
に

お
け

る
文

脈
以

外
の

、
実

社
会

の
様

々
な

場
面

で
活

用
で

き
る

汎
用

的
な

能
力

に
更

に
育

て
た

り
、

教
科

等
横

断
的

に
育

む
資

質
・

能
力

の
育

成
に

つ
な

げ
た

り
し

て
い

く
た

め
に

は
、

学
ん

だ
こ

と
を

、
教

科
等

の
枠

を
越

え
て

活
用

し
て

い
く

場
面

が
必

要
と

な
り

、
そ

う
し

た
学

び
を

実
現

す
る

教
育

課
程

全
体

の
枠

組
み

が
必

要
に

な
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
「

答
申

」
p
.3

2
）

 

 

教
科
等
を
越
え
た
学
習
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力

 

○
 

様
々

な
情

報
を

理
解

し
て

考
え

を
形

成
し

、
文

章
等

に
よ

り
表

現
し

て
 

 
い

く
た

め
に

必
要

な
読

解
力

は
、

学
習

の
基

盤
と

し
て

時
代

を
超

え
て

常
 

 
に

重
要

な
も

の
で

あ
り

、
こ

れ
か

ら
の

時
代

に
お

い
て

も
そ

の
重

要
性

が
 

 
変

わ
る

こ
と

は
な

い
。

（
中

略
）

情
報

化
の

進
展

の
中

で
ま

す
ま

す
高

ま
 

 
る

読
解

力
の

重
要

性
と

は
裏

腹
に

、
子

供
た

ち
が

教
科

書
の

文
章

す
ら

読
 

 
み

解
け

て
い

な
い

の
で

な
い

か
と

の
問

題
提

起
も

あ
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
 

 
全

て
の

学
習

の
基

盤
と

な
る

言
語

能
力

の
育

成
を

重
視

す
る

こ
と

が
求

め
 

 
 

 
ら

れ
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

「
答

申
」

p
p
.3

4
-3

5
）

 

 

○
 

こ
の

よ
う

な
、

教
科

等
の

枠
を

越
え

て
全

て
の

学
習

の
基

盤
と

し
て

 

 
育

ま
れ

活
用

さ
れ

る
資

質
・

能
力

に
つ

い
て

も
、

資
質

・
能

力
の

三
つ

 

 
の

柱
に

沿
っ

て
整

理
し

、
教

科
等

の
関

係
や

、
教

科
等

の
枠

を
越

え
て

 

 
共

通
に

重
視

す
べ

き
学

習
活

動
と

の
関

係
を

明
確

に
し

、
教

育
課

程
全

 

 
体

を
見

渡
し

て
組

織
的

に
取

り
組

み
、

確
実

に
育

ん
で

い
く

こ
と

が
で

 

 
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
 

 
 

 
 

（
「

答
申

」
p
.3

5
）

 

6
5 

第
２

款
 教

育
課

程
の

編
成

 

２
 教

科
等

横
断

的
な

視
点

に
立

っ
た

資
質

・
能

力
の

育
成

  

(1
) 

 各
学

校
に

お
い

て
は

，
生

徒
の

発
達

の
段

階
を

考
慮

し
，

言
語

能
力

，
情

報
活

用
能

力
（

情
報

モ
ラ

ル
を

含
む

。
）

，
問

題
発

見
・

解
決

能
力

等
の

学
習

の
基

盤
と

な
る

資
質

・
能

力
を

育
成

し
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

，
各

教
科

・
科

目
等

の
特

質
を

生
か

し
，

教
科

等
横

断
的

な
視

点
か

ら
教

育
課

程
の

編
成

を
図

る
も

の
と

す
る

。
  

(2
) 

 各
学

校
に

お
い

て
は

，
生

徒
や

学
校

，
地

域
の

実
態

及
び

生
徒

の
発

達
の

段
階

を
考

慮
し

，
豊

か
な

人
生

の
実

現
や

災
害

等
を

乗
り

越
え

て
次

代
の

社
会

を
形

成
す

る
こ

と
に

向
け

た
現

代
的

な
諸

課
題

に
対

応
し

て
求

め
ら

れ
る

資
質

・
能

力
を

，
教

科
等

横
断

的
な

視
 点

で
育

成
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
，

各
学

校
の

特
色

を
生

か
し

た
教

育
課

程
の

編
成

を
図

る
も

の
と

す
る

。
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
高

等
学

校
学

習
指

導
要

領
p
.5

) 
6

6 

教
科
等
横
断
的
な
視
点
に
立
っ
た
資
質
・
能
力
の
育
成
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平
成

 2
8
 年

 1
2
 月

の
中

央
教

育
審

議
会

答
申

で
は

，
数

多
く

論
じ

ら
れ

て
い

る
資

質
・

能
力

を
以

下
の

よ
う

に
大

別
し

て
い

る
。

  

・
例

え
ば

国
語

力
，

数
学

力
な

ど
の

よ
う

に
，

伝
統

的
な

教
科

等
の

枠
組

み
を

踏
ま

え
な

が
ら

，
社

会
の

中
で

活
用

で
き

る
力

と
し

て
の

在
り

方
に

つ
い

て
論

じ
て

い
る

も
の

。

・
例

え
ば

言
語

能
力

や
情

報
活

用
能

力
な

ど
の

よ
う

に
，

教
科

等
を

越
え

た
全

て
の

学
習

の
基

盤
と

し
て

育
ま

れ
活

用
さ

れ
る

力
に

つ
い

て
論

じ
て

い
る

も
の

。

・
例

え
ば

安
全

で
安

心
な

社
会

づ
く

り
の

た
め

に
必

要
な

力
や

，
自

然
環

境
の

有
限

性
の

中
で

持
続

 可
能

な
社

会
を

つ
く

る
た

め
の

力
な

ど
の

よ
う

に
，

今
後

の
社

会
の

在
り

方
を

踏
ま

え
て

，
子

供
た

ち
が

現
代

的
な

諸
課

題
に

対
応

で
き

る
よ

う
に

な
る

た
め

に
必

要
な

力
の

在
り

方
に

つ
い

て
論

じ
て

い
る

も
の

。
  

  
 （

高
等

学
校

学
習

指
導

要
領

解
説

総
則

編
p
.５

2
）

 

教
科
等
横
断
的
な
視
点
に
立
っ
た
資
質
・
能
力
の
大
別

 

 
１

点
目

の
教

科
等

の
枠

組
み

を
踏

ま
え

て
育

成
を

目
指

す
資

質
・

能
力

に
つ

い
て

は
，

高
等

学
校

学
習

指
導

要
領

の
各

教
科

等
の

目
標

や
内

容
に

お
い

て
，

そ
れ

ぞ
れ

の
教

科
等

の
特

質
を

踏
ま

え
て

整
理

さ
れ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

資
質

・
能

力
の

育
成

を
目

指
す

こ
と

が
各

教
科

等
を

学
ぶ

意
義

に
つ

な
が

る
も

の
で

あ
る

が
，

指
導

に
当

た
っ

て
は

，
教

科
等

ご
と

の
枠

の
中

だ
け

で
は

な
く

，
教

育
課

程
全

体
を

通
じ

て
目

指
す

学
校

の
教

育
目

標
の

実
現

に
向

け
た

各
教

科
等

の
位

置
付

け
を

踏
ま

え
，

教
科

等
横

断
的

な
視

点
を

も
っ

て
ね

ら
い

を
具

体
化

し
た

り
，

他
の

教
科

等
に

お
け

る
指

導
と

の
関

連
付

け
を

図
り

な
が

ら
，

幅
広

い
学

習
や

生
活

の
場

面
で

活
用

で
き

る
力

を
育

む
こ

と
を

目
指

し
た

り
し

て
い

く
こ

と
も

重
要

と
な

る
。

 

各
教
科
等
横
断
的
な
資
質
・
能
力
と
そ
の
内
容

 
  

こ
の

よ
う

な
教

科
等

横
断

的
な

視
点

か
ら

の
指

導
の

ね
ら

い
の

具
体

化
や

，
教

科
等

間
の

指
導

の
関

連
付

け
は

，
前

述
の

答
申

が
大

別
し

た
２

点
目

及
び

３
点

目
に

あ
る

よ
う

な
教

科
等

の
枠

組
み

を
越

え
た

資
質

・
能

力
の

育
成

に
も

つ
な

が
る

も
の

で
あ

る
。

変
化

の
激

し
い

社
会

の
中

で
，

主
体

的
に

学
ん

で
必

要
な

情
報

を
判

断
し

，
よ

り
よ

い
人

生
や

社
会

の
在

り
方

を
考

え
，

多
様

な
人

々
と

協
働

し
な

が
ら

問
題

を
発

見
し

解
決

し
て

い
く

た
め

に
必

要
な

力
を

，
生

徒
一

人
一

人
に

育
ん

で
い

く
た

め
に

は
，

あ
ら

ゆ
る

教
科

等
に

共
通

し
た

学
習

の
基

盤
と

な
る

資
質

・
能

力
や

，
教

科
等

の
学

習
を

通
じ

て
身

に
付

け
た

力
を

統
合

的
に

活
用

し
て

現
代

的
な

諸
課

題
に

対
応

し
て

い
く

た
め

の
資

質
・

能
力

を
，

教
育

課
程

全
体

を
見

渡
し

て
育

ん
で

い
く

こ
と

が
重

要
と

な
る

。
  

  
  
  

 
 

 
 

（
高

等
学

校
学

習
指

導
要

領
解

説
総

則
編

p
p
.5

2
-5

3
）

 

・
言

語
能

力
（

読
解

力
や

語
彙

力
等

を
含

む
）

・
・

・
言

語
活

動
を

通
じ

て
育

成

・
情

報
活

用
能

力

・
・

・
言

語
活

動
や

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

た
学

習
活

動
等

を
通

じ
て

育
成

(情
報

モ
ラ

ル
)

・
問

題
発

見
・

解
決

能
力

・
・

・
問

題
解

決
的

な
学

習
を

通
じ

て
育

成

現
代

的
な

諸
課

題
に

対
応

し
て

求
め

ら
れ

る
資

質
・

能
力

 

・
多

様
な

他
者

と
協

働
す

る
・

・
・

「
対

話
的

な
学

び
」

を
通

じ
て

育
成

・
学

習
を

見
通

し
振

り
返

る
・

・
・

見
通

し
振

り
返

る
学

習
を

通
じ

て
育

成

教
育

課
程

の
編

成
に

当
た

っ
て

は
，

第
１

章
総

則
第

２
の

２
に

示
す

教
科

等
横

断
的

な
視

点
に

立
っ

た
資

質
・

能
力

の
育

成
を

教
育

課
程

の
中

で
適

切
に

位
置

付
け

て
い

く
こ

と
や

，
各

学
校

に
お

い
て

具
体

的
な

目
標

及
び

内
容

を
定

め
る

こ
と

と
な

る
総

合
的

な
学

習
の

時
間

に
お

い
て

教
科

等
の

枠
を

超
え

た
横

断
的

・
総

合
的

な
学

習
が

行
わ

れ
る

よ
う

に
す

る
こ

と
な

ど
，

教
科

等
間

の
つ

な
が

り
を

意
識

し
て

教
育

課
程

を
編

成
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

 

（
小

学
校

学
習

指
導

要
領

（
平

成
2
9
年

告
示

）
解

説
 

総
則

編
 

p
.4

1
）

 

（
中

学
校

学
習

指
導

要
領

（
平

成
2
9
年

告
示

）
解

説
 

総
則

編
 

p
.4

2
）

 

各
教
科
等
横
断
的
な
資
質
・
能
力
と
教
育
内
容

 

・
伝

統
や

文
化

に
関

す
る

教
育

・
主

権
者

に
関

す
る

教
育

・
消

費
者

に
関

す
る

教
育

・
法

に
関

す
る

教
育

・
知

的
財

産
に

関
す

る
教

育
・

郷
土

や
地

域
に

関
す

る
教

育
・

海
洋

に
関

す
る

教
育

・
環

境
に

関
す

る
教

育
・

放
射

線
に

関
す

る
教

育
・

生
命

の
尊

重
に

関
す

る
教

育
・

心
身

の
健

康
の

保
持

増
進

に
関

す
る

教
育

・
食

に
関

す
る

教
育

・
防

災
を

含
む

安
全

に
関

す
る

教
育

 
 
（
小
・
中
学
習
指
導
要
領
（
平
成
２
９
年
告
示
）
解
説

 
総
則
編
「
付
録
６
」
） 

現
代
的
な
諸
課
題
に
関
す
る
教
科
等
横
断
的
な
教
育
内
容
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A
ja

tt
e
lu

 j
a
 

o
p
p
im

a
a
n
  

o
p
p
im

in
e
n
 

考
え
る
こ
と

 
未
知
の
課
題
に
取
り
組
む

 

意
欲
と
能
力

 

K
u
lt
tu

u
ri
n
e
n
  

o
sa

a
m

in
e
n
, 

v
u
o
ro

v
a
ik

u
tu

s 
 

ja
 i
lm

a
is

u
 

文
化
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

 

相
互
作
用
と
自
己
表
現

 

M
o
n
ilu

k
u
ta

it
o
 

多
面
的
・
多
元
的
読
解
力

 
It

se
st

ä
 

 h
u
o
le

h
ti
m

in
e
n
  

Ja
 a

rj
e
n
 t

a
id

o
t 

自
己
管
理
と
生
活
管
理

 

T
ie

to
- 

ja
 v

ie
st

in
tä

- 
T
e
k
n
o
lo

g
in

e
n
 

O
sa

a
m

in
e
n
 

I
C

T
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

 

T
y
ö
e
lä

m
ä
ta

id
o
t 
ja

 
 y

ri
tt

ä
jy

y
s
 

仕
事
の
能
力
と

 
起
業
家
精
神

 

O
sa

lli
st

u
m

in
e
n
, 
 

v
a
ik

u
tt

a
m

in
e
n
, 
 

k
e
st

ä
v
ä
n
 

 t
u
le

v
a
is

u
u
d
e
n
 

ra
k
e
n
ta

m
in

e
n
 

社
会
へ
の
参
与
と
参
画

 
持
続
可
能
な
未
来
の
構
築

 

S
is
ä
ll
ö
t 

内
容

 

T
a
v
o
it

te
e
t 

目
的

 

O
p
p
ia

in
e
e
t 

各
教
科
目

 
M

o
n

ia
la

is
e
t 

o
p

p
im

is
k
o
k
o
n

a
is

u
u

d
e
t 

教
育
課
程
の
構
成

 

A
rv

io
in

ti
k
ri

te
e
ri

t 
 

評
価
基
準

 

O
p

p
ia

in
e
e
t 

ja
  

la
a
ja

-a
la

in
e
n

 
o
s
a
a
m

in
e
n

 
各
教
科
目
と

 
汎
用
的
な

 
資
質
・
能
力

 

2
0
/0

3
/2

0
1
9
 O

p
e
tu

sh
a
lli

tu
s
 

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

教
育

庁
 

   
C

U
R

R
IC

U
L
U

M
 

B
A

S
IC

 
E
D

U
C

A
T
IO

N
 

  

「
母
語
と
文
学
」

(ä
id

in
ki

el
i j

a 
ki

rj
al

lis
u

u
s)

 
「
第
二
公
用
語
」

 (t
o

in
en

 k
o

ti
m

ai
n

en
 k

ie
li

) 
「
外
国
語
」

 (v
ie

ra
at

 k
ie

le
t)

 
「
数
学
」

 (m
at

em
at

iik
ka

) 
「
環
境
」

(y
m

p
äl

is
tö

o
p

p
i)

 
「
生
物
」

(b
io

lo
gi

a
) 

「
地
学
・地

理
」

(m
aa

n
ti

et
o

) 
「
物
理
」

(f
ys

iik
ka

) 
「
化
学
」

(k
em

ia
) 

「
保
健
」

(t
er

ve
ys

ti
et

o
) 

「
宗
教
」

(u
sk

o
n

to
) 

「
倫
理
」

(e
lä

m
än

ka
ts

o
m

u
st

ie
to

) 
「
歴
史
」

(h
is

to
ri

a
) 

「
社
会
」

(y
h

te
is

ku
n

ta
o

p
p

i)
 

「
音
楽
」

(m
u

si
ik

ki
) 

「
美
術
」

(k
u

va
ta

id
e

) 
「
手
工
」

(k
äs

it
yö

) 
「
体
育
」

(l
iik

u
n

ta
) 

「
家
庭
科
」

(k
o

ti
ta

lo
u

s)
 

「
進
路
指
導
」

(o
p

p
ila

an
o

h
ja

u
s)

 

la
a
ja

-a
la

in
e
n
 o

sa
a
m

in
e
n
  

  
（

汎
用

的
な

資
質

・
能

力
）

 
 ・

A
ja

tt
e
lu

 j
a
 o

p
p
im

a
a
n
 o

p
p
im

in
e
n
 

 
 

考
え

る
こ

と
未

知
の

課
題

に
取

り
組

む
意

欲
と

能
力

 
・

K
u
lt
tu

u
ri
n
e
n
 o

sa
a
m

in
e
n
,v

u
o
ro

v
a
ik

u
tu

s 
ja

 i
lm

a
is

u
 

 
 

文
化

的
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

相
互

作
用

と
自

己
表

現
 

・
It

se
st

ä
 h

u
o
le

h
ti
m

in
e
n
 J

a
 a

rj
e
n
 t

a
id

o
t 

 
 

自
己

管
理

と
生

活
管

理
 

・
M

o
n
ilu

k
u
ta

it
o
  
 

 
 

多
面

的
・

多
元

的
読

解
力

 
・

T
ie

to
- 

ja
 v

ie
st

in
tä

-T
e
k
n
o
lo

g
in

e
n
 O

sa
a
m

in
e
n
 

 
 

IC
T
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

 
・

T
y
ö
e
lä

m
ä
ta

id
o
t 
ja

 y
ri
tt

ä
jy

y
s
 

 
 

仕
事

の
能

力
と

起
業

家
精

神
 

・
O

sa
lli

st
u
m

in
e
n
, 
v
a
ik

u
tt

a
m

in
e
n
, 
K
e
st

ä
v
ä
n
 t

u
le

v
a
is

u
u
d
e
n
 r

a
k
e
n
ta

m
in

e
n
 

 
 

社
会

へ
の

参
与

と
参

画
持

続
可

能
な

未
来

の
構

築
 

       

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
汎
用
的
な
資
質
・
能
力

 
【

英
語

版
】

 

tr
a
n
sv

e
rs

a
l 
c
o
m

p
e
te

n
c
e

 
横

断
的

な
資

質
・

能
力

 
 ・

T
h
in

k
in

g
 a

n
d
 l
e
a
rn

in
g
 t

o
 l
e
a
rn

 
 

 
考

え
る

こ
と

と
学

び
方

を
学

ぶ
こ

と
 

・
C
u
lt
u
ra

l 
c
o
m

p
e
te

n
c
e
,I

n
te

ra
c
ti
o
n
 a

n
d
 s

e
lf
-e

x
p
re

ss
io

n
 

 
 

文
化

的
能

力
、

相
互

作
用

お
よ

び
自

己
表

現
 

・
T
a
k
in

g
 c

a
re

 o
f 

o
n
e
se

lf
 a

n
d
 m

a
n
a
g
in

g
 d

a
ily

 l
if
e
 

 
 

自
分

を
大

切
に

し
、

日
常

生
活

を
管

理
す

る
 

・
M

u
lt
i-

lit
e
ra

c
y
 

 
 

マ
ル

チ
リ

テ
ラ

シ
ー

 
・

IC
T
 c

o
m

p
e
te

n
c
e
s 

 
 

IC
T
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

 
・

W
o
rk

in
g
 l
if
e
 c

o
m

p
e
te

n
c
e
 a

n
d
 e

n
tr

e
-p

re
n
e
u
rs

h
ip

 
 

 
ワ

ー
キ

ン
グ

ラ
イ

フ
能

力
と

起
業

家
精

神
 

・
P
a
rt

ic
ip

a
ti
o
n
, 

in
v
o
lv

e
m

e
n
t 

a
n
d
 b

u
ild

in
g
 a

 s
u
st

a
in

a
b
le

 f
u
tu

re
 

 
 

参
加

、
関

与
と

持
続

可
能

な
未

来
の

構
築

 
       

小
学

校
・

中
学

校
・

高
等

学
校

共
通

必
履

修
科

目
 

  
 

 
 

内
容

(指
導

事
項

)の
系

統
性

を
も

た
せ

る
 

 ○
 

学
習

指
導

要
領

総
則

 

 
 

 
汎

用
的

な
資

質
・

能
力

の
育

成
 

 
 

 
 

各
教

科
等

に
お

け
る

言
語

活
動

 

 
 

 
 

 
 

 
言

語
活

動
:記

録
・

要
約

・
説

明
・

論
述

・
話

合
い
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学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
お
け
る
系
統
性

 

地
理

総
合

 
３

 内
容

の
取

扱
い

 

ウ
 地

図
の

読
図

や
作

図
な

ど
を

主
と

し
た

作
業

的
で

具
体

的
な

体
験

を
伴

う
学

習
を

 取
り

入
れ

る
と

と
も

に
，

各
項

目
を

関
連

付
け

て
地

理
的

技
能

が
身

に
付

く
よ

う
工

夫
す

る
こ

と
。

ま
た

，
地

図
を

有
効

に
活

用
し

て
事

象
を

説
明

し
た

り
，

自
分

の
解

釈
を

加
え

て
論

述
し

た
り

，
討

論
し

た
り

す
る

な
ど

の
活

動
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
。

 

 数
学

 
第

３
款

 各
科

目
に

わ
た

る
指

導
計

画
の

作
成

と
内

容
の

取
扱

い
  

２
 内

容
の

取
扱

い
に

当
た

っ
て

は
，

次
の

事
項

に
配

慮
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 (
1
) 

各
科

目
の

指
導

に
当

た
っ

て
は

，
思

考
力

，
判

断
力

，
表

現
力

等
を

育
成

す
る

た
め

，
数

学
的

な
表

現
を

用
い

て
簡

潔
・

明
瞭

・
的

確
に

表
現

し
た

り
，

数
学

的
な

表
現

を
解

釈
し

た
り

，
互

い
に

自
分

の
考

え
を

表
現

し
伝

え
合

っ
た

り
す

る
な

ど
の

機
会

を
設

け
 る

こ
と

。
  

 

教
科
等
横
断
的
な
視
点
に
立
っ
た
資
質
・
能
力
＜
高
等
学
校
＞
１

 

理
科

 
第

３
款

 各
科

目
に

わ
た

る
指

導
計

画
の

作
成

と
内

容
の

取
扱

い
 

２
 内

容
の

取
扱

い
に

当
た

っ
て

は
，

次
の

事
項

に
配

慮
す

る
も

の
と

す
る

。
 

(1
) 

各
科

目
の

指
導

に
当

た
っ

て
は

，
問

題
を

見
い

だ
し

観
察

，
実

験
な

ど
を

計
画

す
る

学
習

活
動

，
観

察
，

実
験

な
ど

の
結

果
を

分
析

し
解

釈
す

る
学

習
活

動
，

科
学

的
な

概
念

を
使

用
し

て
考

え
た

り
説

明
し

た
り

す
る

学
習

活
動

な
ど

が
充

実
す

る
よ

う
に

す
る

 こ
と

。
 

保
健

体
育

 
第

３
款

 各
科

目
に

わ
た

る
指

導
計

画
の

作
成

と
内

容
の

取
扱

い
  

２
 内

容
の

取
扱

い
に

当
た

っ
て

は
，

次
の

事
項

に
配

慮
す

る
も

の
と

す
る

。
 

(1
) 

言
語

能
力

を
育

成
す

る
言

語
活

動
を

重
視

し
，

筋
道

を
立

て
て

練
習

や
作

戦
に

つ
い

て
話

し
合

っ
た

り
身

振
り

や
身

体
を

使
っ

て
動

き
の

修
正

を
図

っ
た

り
す

る
活

動
や

，
 個

人
及

び
社

会
生

活
に

お
け

る
健

康
の

保
持

増
進

や
回

復
に

つ
い

て
話

し
合

う
活

動
な

ど
を

通
し

て
，

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
や

論
理

的
な

思
考

力
の

育
成

を
促

し
，

主
体

的
な

学
習

活
動

の
充

実
を

図
る

こ
と

。
  

教
科
等
横
断
的
な
視
点
に
立
っ
た
資
質
・
能
力
＜
高
等
学
校
＞
２
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学
習
指
導
要
領
改
訂
の
意
味

 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

 

 

子
供
一
人
一
人
の
発
達
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
か

 

何
が
身
に
つ
い
た
か
＜
学
習
評
価
＞

 

汎
用
的
な
資
質
・
能
力
の
育
成

 

何
を
学
ぶ
か

 

○
障

害
者

の
権

利
に

関
す

る
条

約
第

2
4
条

に
よ

れ
ば

、
「

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
教

育
シ

ス
テ

ム
」

（
in

c
lu

s
iv

e
 e

d
u
c
a
ti
o
n
 s

y
st

e
m

、
署

名
時

仮
訳

：
包

容
す

る
教

育
制

度
）

と
は

、
人

間
の

多
様

性
の

尊
重

等
の

強
化

、
障

害
者

が
精

神
的

及
び

身
体

的
な

能
力

等
を

可
能

な
最

大
限

度
ま

で
発

達
さ

せ
、

自
由

な
社

会
に

効
果

的
に

参
加

す
る

こ
と

を
可

能
と

す
る

と
の

目
的

の
下

、
障

害
の

あ
る

者
と

障
害

の
な

い
者

が
共

に
学

ぶ
仕

組
み

で
あ

り
、

障
害

の
あ

る
者

が
「

g
e
n
e
ra

l 
e
d
u
c
a
ti
o
n
 s

y
st

e
m

」
（

署
名

時
仮

訳
：

教
育

制
度

一
般

）
か

ら
排

除
さ

れ
な

い
こ

と
、

自
己

の
生

活
す

る
地

域
に

お
い

て
初

等
中

等
教

育
の

機
会

が
与

え
ら

れ
る

こ
と

、
個

人
に

必
要

な
「

合
理

的
配

慮
」

が
提

供
さ

れ
る

等
が

必
要

と
さ

れ
て

い
る

。
初

等
中

等
教

育
局

初
等

中
等

教
育

企
画

課
教

育
制

度
改

革
室

義
務

教
育

改
革

係
「

特
別

支
援

教
育

の
在

り
方

に
関

す
る

特
別

委
員

会
報

告
 

1
」

平
成

2
4
年

7
月

1
3
日

 

「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
」
の
定
義

 
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
指
導

○
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

教
育

シ
ス

テ
ム

に
お

い
て

は
、

同
じ

場
で

共
に

学
ぶ

こ
と

を
追

求
す

る
と

と
も

に
、

個
別

の
教

育
的

ニ
ー

ズ
の

あ
る

幼
児

児
童

生
徒

に
対

し
て

、
自

立
と

社
会

参
加

を
見

据
え

て
、

そ
の

時
点

で
教

育
的

ニ
ー

ズ
に

最
も

的
確

に
応

え
る

指
導

を
提

供
で

き
る

、
多

様
で

柔
軟

な
仕

組
み

を
整

備
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

小
・

中
学

校
に

お
け

る
通

常
の

学
級

、
通

級
に

よ
る

指
導

、
特

別
支

援
学

級
、

特
別

支
援

学
校

と
い

っ
た

、
連

続
性

の
あ

る
「

多
様

な
学

び
の

場
」

を
用

意
し

て
お

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

「
ど

の
子

に
も

わ
か

り
や

す
い

授
業

」
 

 
 

聞
き

心
地

の
よ

い
言

葉
だ

が
，

 

「
ど

の
子

に
も

わ
か

り
や

す
い

」
は

，
授

業
と

し
て

可
能

か
。

 

授
業

内
容

の
平

準
化

に
な

っ
て

し
ま

う
。

 

授
業

の
ハ

ー
ド

ル
を

下
げ

る
こ

と
に

な
ら

な
い

か
 

 
発

達
の

最
近

接
領

域
の

重
要

性
（

ヴ
ィ

ゴ
ツ

キ
ー

）
 

大
切

な
の

は
，

個
の

多
様

性
を

認
め

る
こ

と
 

 
 

一
人

ひ
と

り
の

児
童

生
徒

の
 

分
か

ら
な

い
こ

と
，

出
来

な
い

こ
と

が
，

 

一
人

ひ
と

り
の

個
に

合
わ

せ
て

 

分
か

る
よ

う
に

な
る

，
出

来
る

よ
う

に
な

る
授

業
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授
業
で
目
指
す
も
の

 

自
校

の
子

供
た

ち
の

実
態

か
ら

の
授

業
づ

く
り

 

○
ハ

ウ
ツ

ー
に

頼
ら

ず
，

「
考

え
・

判
断

す
る

」
こ

と
の

出
来

る
教

師

○
「

教
師

が
分

か
ら

せ
る

」
こ

と
が

大
切

な
の

で
は

な
く

、

児
童

生
徒

が
自

ら
の

力
で

「
分

か
る

よ
う

に
な

る
」

こ
と

が
大

切

児
童

生
徒

一
人

一
人

が
分

か
る

授
業

づ
く

り
 

○
分

か
ら

な
い

児
童

生
徒

が
，

授
業

を
通

し
て

分
か

る
授

業

○
教

師
が

説
明

・
解

説
す

る
授

業
か

ら
，

児
童

生
徒

が
「

説
明

す
る

」
授

業
へ

の
転

換
 

○
授

業
を

通
し

て
生

徒
指

導
を

行
う

8
3 

授
業
づ
く
り
の
課
題

 

 
「

合
理

的
配

慮
」

は
、

一
人

一
人

の
障

害
の

状
態

や
教

育
的

ニ
ー

ズ
等

に
応

じ
て

決
定

さ
れ

る
も

の
で

あ
り

、
設

置
者

・
学

校
と

本
人

・
保

護
者

に
よ

り
、

発
達

の
段

階
を

考
慮

し
つ

つ
、

「
合

理
的

配
慮

」
の

観
点

を
踏

ま
え

、
「

合
理

的
配

慮
」

に
つ

い
て

可
能

な
限

り
合

意
形

成
を

図
っ

た
上

で
決

定
し

、
提

供
さ

れ
る

こ
と

が
望

ま
し

く
、

そ
の

内
容

を
個

別
の

教
育

支
援

計
画

に
明

記
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
な

お
、

設
置

者
・

学
校

と
本

人
・

保
護

者
の

意
見

が
一

致
し

な
い

場
合

に
は

、
「

教
育

支
援

委
員

会
」

（
仮

称
）

の
助

言
等

に
よ

り
、

そ
の

解
決

を
図

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
ま

た
、

学
校

・
家

庭
・

地
域

社
会

に
お

け
る

教
育

が
十

分
に

連
携

し
、

相
互

に
補

完
し

つ
つ

、
一

体
と

な
っ

て
営

ま
れ

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と
を

共
通

理
解

と
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

さ
ら

に
、

「
合

理
的

配
慮

」
の

決
定

後
も

、
幼

児
児

童
生

徒
一

人
一

人
の

発
達

の
程

度
、

適
応

の
状

況
等

を
勘

案
し

な
が

ら
柔

軟
に

見
直

し
が

で
き

る
こ

と
を

共
通

理
解

と
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

 
共

生
社

会
の

形
成

に
向

け
た

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
教

育
シ

ス
テ

ム
構

築
の

た
め

の
特

別
支

援
教

育
の

推
進

「
特

別
支

援
教

育
の

在
り

方
に

関
す

る
特

別
委

員
会

報
告

 
1
」

平
成

2
4
年

7
月

1
3
日

 
8

4 

合
理
的
配
慮
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（
ア

）
障

害
の

あ
る

子
ど

も
と

障
害

の
な

い
子

ど
も

が
共

に
学

び
共

に
育

つ
 

 
 

理
念

を
共

有
す

る
教

育
 

（
イ

）
一

人
一

人
の

状
態

を
把

握
し

、
一

人
一

人
の

能
力

の
最

大
限

の
伸

長
 

 
 

を
図

る
教

育
（

確
か

な
学

力
の

育
成

を
含

む
）

 

（
ウ

）
健

康
状

態
の

維
持

・
改

善
を

図
り

、
生

涯
に

わ
た

る
健

康
の

基
盤

を
 

 
 

つ
く

る
教

育
 

（
エ

）
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

及
び

人
と

の
関

わ
り

を
広

げ
る

教
育

 

（
オ

）
自

己
理

解
を

深
め

自
立

し
社

会
参

加
す

る
こ

と
を

目
指

し
た

教
育

 

（
カ

）
自

己
肯

定
感

を
高

め
て

い
く

教
育

 
  

  
共

生
社

会
の

形
成

に
向

け
た

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
教

育
シ

ス
テ

ム
構

築
の

た
め

の
特

別
支

援
教

育
の

推
進

 

  
  
  

  
  

  
  
  

  
  
  

「
特

別
支

援
教

育
の

在
り

方
に

関
す

る
特

別
委

員
会

報
告

 
1
」

平
成

2
4
年

7
月

1
3
日
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「
合
理
的
配
慮
」
を
行
う
前
提
と
し
て
、
学
校
教
育
に
求
め
る
も
の

 

平
等

 
 

 
 

み
ん

な
に

，
同

じ
こ

と
を

す
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
例

え
ば

，
壁

を
越

え
る

の
に

，
身

長
に

関
係

な
く

，
 

 
 

 
 

 
 

1
0
セ

ン
チ

の
台

を
配

る
。

 

公
平

 
 

 
 

そ
れ

ぞ
れ

の
個

に
合

わ
せ

た
配

慮
を

行
う

。
 

 
 

 
 

 
 

 
例

え
ば

，
身

長
の

低
い

人
に

は
，

2
0
セ

ン
チ

の
台

を
配

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

る
が

，
高

い
人

に
は

5
セ

ン
チ

の
台

を
配

る
。

 

当
事

者
に

よ
っ

て
異

な
る

こ
と

を
前

提
と

す
る

教
育

 

教
育

に
お

い
て

，
総

て
に

有
効

な
も

の
は

な
い

。
 

 
 

 
 

 
 

 
こ

れ
を

や
っ

て
お

け
ば

良
い

，
と

い
う

こ
と

も
な

い
。

 

  
 

 
 
教
育
は
，
一
人
一
人
の
個
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

 

  
 

 
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

の
発

想
 

＝
 

多
様

性
を

認
め

る
教

育
 

 

8
6 

平
等
と
公
平
と
は
異
な
る

 

 
 

 
 

 
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
意
味

 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 
  

ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

 

  
子
供
一
人
一
人
の
発
達
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
か

 
  

何
が
身
に
つ
い
た
か
＜
学
習
評
価
＞

 

  

汎
用
的
な
資
質
・
能
力
の
育
成

 

何
を
学
ぶ
か

 

○
 

学
習

評
価

は
、

学
校

に
お

け
る

教
育

活
動

に
関

し
、

子
供

た
ち

の
状

況
 

 
を

評
価

す
る

も
の

で
あ

る
。

「
子

供
た

ち
に

ど
う

い
っ

た
力

が
身

に
付

い
 

 
た

か
」

と
い

う
学

習
の

成
果

を
的

確
に

捉
え

、
教

員
が

指
導

の
改

善
を

図
 

 
る

と
と

も
に

、
子

供
た

ち
自

身
が

自
ら

の
学

び
を

振
り

返
っ

て
次

の
学

び
 

 
に

向
か

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

に
は

、
こ

の
学

習
評

価
の

在
 

 
り

方
が

極
め

て
重

要
で

あ
り

、
教

育
課

程
や

学
習

・
指

導
方

法
の

改
善

と
 

 
一

貫
性

を
持

っ
た

形
で

改
善

を
進

め
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

2
8
「

答
申

」
）

 

 

学
習
評
価
の
充
実

 
ー
何
が
身
に
付
い
た
か
ー

 

○
 

学
習

評
価

に
関

し
て

は
、

小
・

中
・

高
等

学
校

を
通

じ
て

、
資

質
・

能
 

 
力

の
三

つ
の

柱
に

基
づ

き
学

習
評

価
の

観
点

を
示

す
こ

と
な

ど
の

改
善

を
 

 
図

る
こ

と
と

す
る

が
、

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

に
関

し
て

、
知

識
量

の
 

 
み

を
問

う
ペ

ー
パ

ー
テ

ス
ト

の
結

果
や

、
特

定
の

活
動

の
結

果
な

ど
の

み
 

 
に

偏
重

し
た

評
価

が
行

わ
れ

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と

の
懸

念
も

示
さ

れ
 

 
て

い
る

。
 

（
2
8
「

答
申

」
）

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
「

評
価

は
何

の
た

め
に

行
う

も
の

か
」

と
い

う
こ

と
を

 

 
 

 
 

 
改

め
て

確
認

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

 

 
指
導
・
評
価
の
改
善
・
充
実

 

日
本

語
で

は
、

｢
評

価
｣
一

語
 

 英
語

で
は

、
 

E
v
a
lu

a
ti
o
n
 

 
＝

 
値

踏
み

す
る

 

 
 

 
 

 
 

A
ss

e
ss

m
e
n
t 

＝
 

支
援

す
る

。
支

え
る

 

 今
日

求
め

ら
れ

て
い

る
の

は
、

 

 
 

 
 

 
A
ss

e
ss

m
e
n
t 

fo
r 

L
e
a
rn

in
g
（

学
習

の
た

め
の

評
価

）
 

  
  
  

  
  
  

  
 A

ss
e
ss

m
e
n
t 

a
s 

L
e
a
rn

in
g
 （

学
習

と
し

て
の

評
価

）
 

 
 

 

評
価
は
、
な
ぜ
行
う
の
か
？
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技
能
 

○
学
習
評
価
に
は
，
児
童
生
徒
の
学
習
状
況
を
検
証
し
，
結
果
の
面
か
ら
教
育
水
準
の
維
持
向
上
を
保
障
す
る
機
能
。

 

○
各
教
科
に
お
い
て
は
，
学
習
指
導
要
領
等
の
目
標
に
照
ら
し
て
設
定
し
た
観
点
ご
と
に
学
習
状
況
の
評
価
と
評
定
を
行
う
「
目
標
に
準
拠
し

た
評
価
」
と
し
て
実
施
。

⇒
き
め
の
細
か
い
学
習
指
導
の
充
実
と
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
学
習
内
容
の
確
実
な
定
着
を
目
指
す
。

関
心
・
意
欲
・
態
度
 

思
考
・
判
断
・
表
現
 

知
識
・
理
解
 

学
力
の
３
つ
の
要
素
と
評
価
の
観
点
と
の
整
理

 

主
体
的
に
学
習
に
 

取
り
組
む
態
度
 

思
考
力
・
判
断
力
 

・
表
現
力
等

知
識
及
び
技
能
 

学
力
の
３
要
素
 

（
学
校
教
育
法
）

 
（
学
習
指
導
要
領
）

 

学
習
評
価
の
 

４
観
点
 

指
導
計
画
等
の
作
成

 

指
導
計
画
を

 
踏
ま
え
た

 
教
育
の
実
施

 

 
児
童
生
徒
の
学
習
状
況
，

 
指
導
計
画
等
の
評
価

 

授
業
や

 
指
導
計
画
等
の

 
改
善

 

Ａ
ｃ
ｔｉ
ｏ
ｎ

  

Ｐ
ｌａ
ｎ

  

Ｄ
ｏ

  

Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ

○
学
習
評
価
を
通
じ
て
，
学
習
指
導
の

在
り
方
を
見
直
す
こ
と
や
個
に
応
じ
た

指
導
の
充
実
を
図
る
こ
と
，
学
校
に
お

け
る
教
育
活
動
を
組
織
と
し
て
改
善
す

る
こ
と
が
重
要
。 指
導
と
評
価
の
一
体
化

  

学
習
指
導
と
学
習
評
価
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

 

観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
に
つ
い
て

 

【
現
行
】

 
【
以
下
の
３
観
点
に
沿
っ

た
整
理
を
検
討
】 

（出
典
） 
平
成

28
年
３
月

14
日

 
総
則
・評

価
特
別
部
会
配
付
資
料

 

学
習
評
価
の
改
善
に
関
す
る
今
後
の
検
討
の
方
向
性

 
各
教
科
に
お
け
る
評
価
の
基
本
構
造

 

・
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
や
評
定
に
は
示

し
き
れ
な
い
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
よ
い
点

や
可
能
性
，
進
歩
の
状
況
に
つ
い
て
評
価
す

る
も
の
。

 

個
人
内
評
価

 

・
観
点
ご
と
に
評
価
し
、

生
徒
の
学
習
状
況
を
分
析

的
に
捉
え
る
も
の

 

・
観
点
ご
と
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
の

３
段
階
で
評
価

 

評
 

定
 

・
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
結
果
を
総
括
す
る
も
の
。

・
５
段
階
で
評
価
（
小
学
校
は
３
段
階
。
小
学
校
低
学
年
は
行
わ
な
い
）

・
各
教
科
に
お
け
る
評
価
は
、
学
習
指
導
要
領
に
示
す
各
教
科
の
目
標
や
内
容
に
照
ら
し
て
学
習
状
況
を
評
価
す
る
も
の
（
目
標
準
拠
評
価
）

・
目
標
準
拠
評
価
と
は
い
わ
ゆ
る
絶
対
評
価
で
あ
り
、
集
団
内
で
の
相
対
的
な
位
置
付
け
を
評
価
す
る
い
わ
ゆ
る
相
対
評
価
と
は
異
な
る
。

 

知
識
及
び
技
能

 
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
等

 
学
び
に
向
か
う
力
、

人
間
性
等

 

学
習
指
導
要
領
に

 

示
す
目
標
や
内
容

 

知
識
・
技
能

 
思
考
・
判
断
・

表
現

 

観
点
別
学
習
状
況

 

評
価
の
各
観
点

 

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

 

感
性
、
思
い
や
り

な
ど

 

「
学

び
に

向
か

う
力

、
人

間
性

等
」

に
は

、
 

①
「

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度
」

と
し

て
観

点
別

評
価

を
通

じ
て

見

取
る

こ
と

が
で

き
る

部
分

と
、

②
観

点
別

評
価

や
評

定
に

は
な

じ
ま

ず
、

こ
う

し
た

評
価

で
は

示
し

き
れ

な

い
こ

と
か

ら
個

人
内

評
価

を
通

じ
て

見
取

る
部

分
が

あ
る

（
「

児
童

生
徒

の
学

習
評

価
の

在
り

方
に

つ
い

て
（

報
告

）
」

平
成

3
1
年

1
月

p
.9

。
以

下
「

報
告

」
）

「
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

態
度

」
の

評
価

と
そ

れ
に

基
づ

く
学

習
や

指
 

導
の

改
善

を
考

え
る

際
に

は
、

生
涯

に
わ

た
り

学
習

す
る

基
盤

を
培

う
視

点
 

を
も

つ
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 （
「

報
告

」
p
.1

0
）

「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
と

 
「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
と
の
関
係

 
○

ま
た

、
こ

れ
ま

で
各

学
校

に
お

い
て

取
り

組
ま

れ
て

き
た

観
点

別
学

習

状
況

の
評

価
や

そ
れ

に
基

づ
く

学
習

や
指

導
の

改
善

の
更

な
る

定
着

に
つ

な
げ

る
観

点
か

ら
も

、
評

価
の

段
階

及
び

表
示

の
方

法
に

つ
い

て
は

、
現

行
と

同
様

に
３

段
階

（
Ａ

Ｂ
Ｃ

）
と

す
る

こ
と

が
適

当
で

あ
る

。
（

「
報

告
」

p
.7

) 

「
A
 

十
分

満
足

で
き

る
」

状
況

 

「
B
 

お
お

む
ね

満
足

で
き

る
」

状
況

 

「
C
 

努
力

を
要

す
る

」
状

況
 

 
こ

の
う

ち
「

B
 

お
お

む
ね

満
足

で
き

る
」

状
況

は
，

学
習

指
導

要
領

の
目

標
に

示
さ

れ
て

い
る

「
２

内
容

」
の

指
導

「
事

項
」

で
あ

り
，

そ
れ

を
全

て
の

児
童

生
徒

に
資

質
・

能
力

と
し

て
育

成
の

実
現

を
図

る
こ

と
を

授
業

の
目

標
と

し
て

お
り

，
そ

れ
が

評
価

の
規

準
と

な
る

。
 

評
価
の
段
階
及
び
表
示
の
方
法

 

○
「

知
識

・
技

能
」

の
評

価
は

、
各

教
科

等
に

お
け

る
学

習
の

過
程

を
通

し
た

知
識

及
び

技
能

の
習

得
状

況
に

つ
い

て
評

価
を

行
う

と
と

も
に

、
そ

れ
ら

を
既

有
の

知
識

及
び

技
能

と
関

連
付

け
た

り
活

用
し

た
り

す
る

中
で

、
他

の
学

習
や

生
活

の
場

面
で

も
活

用
で

き
る

程
度

に
概

念
等

を
理

解
し

た
り

、
技

能
を

習
得

し
た

り
し

て
い

る
か

に
つ

い
て

評
価

す
る

も
の

で
あ

る
。

（
「

報
告

」
p
.7

）
 

 
具

体
的

な
評

価
方

法
と

し
て

は
、

ペ
ー

パ
ー

テ
ス

ト
に

お
い

て
、

事
実

的
な

知
識

の
習

得
を

問
う

問
題

と
、

知
識

の
概

念
的

な
理

解
を

問
う

問
題

と
の

バ
ラ

ン
ス

に
配

慮
す

る
な

ど
の

工
夫

改
善

を
図

る
と

と
も

に
、

例
え

ば
、

児
童

生
徒

が
文

章
に

よ
る

説
明

を
し

た
り

、
各

教
科

等
の

内
容

の
特

質
に

応
じ

て
、

観
察

・
実

験
を

し
た

り
、

式
や

グ
ラ

フ
で

表
現

し
た

り
す

る
な

ど
実

際
に

知
識

や
技

能
を

用
い

る
場

面
を

設
け

る
な

ど
、

多
様

な
方

法
を

適
切

に
取

り
入

れ
て

い
く

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。
（

「
報

告
」

p
.8

）

「
知
識
・
技
能
」
の
評
価
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「

思
考

・
判

断
・

表
現

」
の

評
価

は
、

各
教

科
等

の
知

識
及

び
技

能
を

活
用

し
て

課
題

を
解

決
す

る
等

の
た

め
に

必
要

な
思

考
力

、
判

断
力

、
表

現
力

等
を

身
に

付
け

て
い

る
か

ど
う

か
を

評
価

す
る

も
の

で
あ

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
「

報
告

」
p
.8

）
 

 具
体

的
な

評
価

方
法

と
し

て
は

、
ペ

ー
パ

ー
テ

ス
ト

の
み

な
ら

ず
、

論
述

や
レ

ポ
ー

ト
の

作
成

、
発

表
、

グ
ル

ー
プ

で
の

話
合

い
、

作
品

の
制

作
や

表
現

等
の

多
様

な
活

動
を

取
り

入
れ

た
り

、
そ

れ
ら

を
集

め
た

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

活
用

し
た

り
す

る
な

ど
評

価
方

法
を

工
夫

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

「
報

告
」

p
.9

）
 

 

「
思
考
・
判
断
・
表
現
」
の
評
価

 

 
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
の

実
現

に
向

け
た

授
業

改
善

の
具

体
的

な
内

容
に

つ
い

て
は

，
中

央
教

育
審

議
会

答
申

に
お

い
て

，
以

下
の

三
つ

の
視

点
に

立
っ

た
授

業
改

善
を

行
う

こ
と

が
示

さ
れ

て
い

る
。

教
科

等
の

特
質

を
踏

ま
え

，
具

体
的

な
学

習
内

容
や

児
童

（
生

徒
）

の
状

況
等

に
応

じ
て

，
こ

れ
ら

の
視

点
の

具
体

的
な

内
容

を
手

掛
か

り
に

，
質

の
高

い
学

び
を

実
現

し
，

学
習

内
容

を
深

く
理

解
し

，
資

質
・

能
力

を
身

に
付

け
，

生
涯

に
わ

た
っ

て
能

動
的

（
ア

ク
テ

ィ
ブ

）
に

学
び

続
け

る
よ

う
に

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
 

 ①
 

学
ぶ

こ
と

に
興

味
や

関
心

を
持

ち
，

自
己

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
の

方
向

性
と

関
連

付
け

な
 が

ら
，

見
通

し
を

も
っ

て
粘

り
強

く
取

り
組

み
，

自
己

の
学

習
活

動
を

振
り

返
っ

て
次

に
つ

な
げ

る
「

主
体

的
な

学
び

」
が

実
現

で
き

て
い

る
か

と
い

う
視

点
。

  
 

 
 

（
小

学
校

学
習

指
導

要
領

解
説

・
総

則
編

p
.7

7
。

中
学

校
学

習
指

導
要

領
解

説
・

総
則

編
p
.7

8
。

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

高
等

学
校

学
習

指
導

要
領

解
説

・
総

則
編

p
.1

1
8
）

 

「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

 

「
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

態
度

」
の

評
価

に
際

し
て

は
、

単
に

継
続

的
な

行
動

や
積

極
的

な
発

言
等

を
行

う
な

ど
、

性
格

や
行

動
面

の
傾

向
を

評
価

す
る

と
い

う
こ

と
で

は
な

く
、

各
教

科
等

の
「

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度
」

に
係

る
評

価
の

観
点

の
趣

旨
に

照
ら

し
て

、
知

識
及

び
技

能
を

獲
得

し
た

り
、

思
考

力
、

判
断

力
、

表
現

力
等

を
身

に
付

け
た

り
す

る
た

め
に

、
自

ら
の

学
習

状
況

を
把

握
し

、
学

習
の

進
め

方
に

つ
い

て
試

行
錯

誤
す

る
な

ど
自

ら
の

学
習

を
調

整
し

な
が

ら
、

学
ぼ

う
と

し
て

い
る

か
ど

う
か

と
い

う
意

思
的

な
側

面
を

評
価

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
  

 
（

「
報

告
」

p
.1

0
）

 

 ①
 

知
識

及
び

技
能

を
獲

得
し

た
り

、
思

考
力

、
判

断
力

、
表

現
力

等
を

身
 

 
 

 
に

付
け

た
り

す
る

こ
と

に
向

け
た

粘
り

強
い

取
組

を
行

お
う

と
す

る
側

面
と

、
 

②
 

①
の

粘
り

強
い

取
組

を
行

う
中

で
、

自
ら

の
学

習
を

調
整

し
よ

う
と

す
る

側
面

、
 

と
い

う
二

つ
の

側
面

を
評

価
す

る
こ

と
 

 
 

 
 

 
 

 （
「

報
告

」
p
.1

1
）

 

「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
評
価

 

 
こ

の
よ

う
な

考
え

方
に

基
づ

き
評

価
を

行
っ

た
場

合
に

は
、

例
え

ば
、

①
の

「
粘

り
強

い
取

組
を

行
お

う
と

す
る

側
面

」
が

十
分

に
認

め
ら

れ
た

と
し

て
も

、
②

の
「

自
ら

の
学

習
を

調
整

し
よ

う
と

し
て

い
る

側
面

」
が

認
め

ら
れ

な
い

場
合

に
は

、
「

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度
」

の
評

価
と

し
て

は
、

基
本

的
に

「
十

分
満

足
で

き
る

」
（

Ａ
）

と
は

評
価

さ
れ

な
い

こ
と

に
な

る
。

 

 
こ

れ
は

、
「

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度
」

の
観

点
に

つ
い

て
は

、
た

だ
単

に
学

習
に

対
す

る
粘

り
強

さ
や

積
極

性
と

い
っ

た
児

童
生

徒
の

取
組

の
み

を
承

認
・

肯
定

す
る

だ
け

で
は

な
く

、
学

習
改

善
に

向
か

っ
て

自
ら

の
学

習
を

調
整

し
よ

う
と

し
て

い
る

か
ど

う
か

を
含

め
て

評
価

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

と
の

趣
旨

を
踏

ま
え

た
も

の
で

あ
る

。
仮

に
、

①
や

②
の

側
面

に
つ

い
て

特
筆

す
べ

き
事

項
が

あ
る

場
合

に
は

、
「

総
合

所
見

及
び

指
導

上
参

考
と

な
る

諸
事

項
」

に
お

い
て

評
価

を
記

述
す

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
「

報
告

」
p
p
.1

1
-1

2
）

 

「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
評
価

 

・
効

果
的

な
学

習
方

略
 

・
自

己
認

識
 

・
自

己
調

整
 

 
 

自
制

心
、

自
己

効
力

感
、

責
任

、
問

題
解

決
、

適
応

能
力

 

・
自

己
適

応
 

メ
タ
認
知
能
力

 

 
「

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度
」

の
評

価
は

、
知

識
及

び
技

能
を

習
得

さ
せ

た
り

、
思

考
力

、
判

断
力

、
表

現
力

等
を

育
成

し
た

り
す

る
場

面
に

関
わ

っ
て

、
行

う
も

の
で

あ
り

、
そ

の
評

価
の

結
果

を
、

知
識

及
び

技
能

の
習

得
や

思
考

力
、

判
断

力
、

表
現

力
等

の
育

成
に

関
わ

る
教

師
の

指
導

や
児

童
生

徒
の

学
習

の
改

善
に

も
生

か
す

こ
と

に
よ

り
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
資

質
・

能
力

の
育

成
を

図
る

と
い

う
視

点
が

重
要

で
あ

る
。

す
な

わ
ち

、
こ

の
観

点
の

み
を

取
り

出
し

て
、

例
え

ば
挙

手
の

回
数

な
ど

、
そ

の
形

式
的

態
度

を
評

価
す

る
こ

と
は

適
当

で
は

な
く

、
他

の
観

点
に

関
わ

る
児

童
生

徒
の

学
習

状
況

と
照

ら
し

合
わ

せ
な

が
ら

学
習

や
指

導
の

改
善

を
図

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
「

報
告

」
p
.1

２
）

 

「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
評
価
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そ

れ
ぞ

れ
の

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

を
行

っ
て

い
く

上
で

は
、

児
童

生
徒

の
学

習
状

況
を

適
切

に
評

価
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
授

業
デ

ザ
イ

ン
を

考
え

て
い

く
こ

と
は

不
可

欠
で

あ
る

。
特

に
、

「
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

態
度

」
の

評
価

に
当

た
っ

て
は

、
児

童
生

徒
が

自
ら

の
理

解
の

状
況

を
振

り
返

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

発
問

の
工

夫
を

し
た

り
、

自
ら

の
考

え
を

記
述

し
た

り
話

し
合

っ
た

り
す

る
場

面
、

他
者

と
の

協
働

を
通

じ
て

自
ら

の
考

え
を

相
対

化
す

る
場

面
を

単
元

や
題

材
な

ど
の

内
容

の
ま

と
ま

り
の

中
で

設
け

た
り

す
る

な
ど

、
「

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

」
の

視
点

か
ら

の
授

業
改

善
を

図
る

中
で

、
適

切
に

評
価

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
「

報
告

」
p
p
.1

3
-1

4
）

観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
を
行
う
留
意
点

 

日
々

の
授

業
の

中
で

は
児

童
生

徒
の

学
習

状
況

を
把

握
し

て
指

導
に

生
か

す
こ

と
に

重
点

を
置

き
つ

つ
、

「
知

識
・

技
能

」
及

び
「

思
考

・
判

断
・

表
現

」
の

評
価

の
記

録
に

つ
い

て
は

、
原

則
と

し
て

単
元

や
題

材
等

の
ま

と
ま

り
ご

と
に

、
そ

れ
ぞ

れ
の

実
現

状
況

が
把

握
で

き
る

段
階

で
評

価
を

行
う

こ
と

と
す

る
。

ま
た

、
学

習
指

導
要

領
に

定
め

ら
れ

た
各

教
科

等
の

目
標

や
内

容
の

特
質

に
照

ら
し

て
、

単
元

や
題

材
ご

と
に

全
て

の
観

点
別

学
習

状
況

の
評

価
の

場
面

を
設

け
る

の
で

は
な

く
、

複
数

の
単

元
や

題
材

に
わ

た
っ

て
長

期
的

な
視

点
で

評
価

す
る

こ
と

を
可

能
と

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

が
、

そ
の

場
合

に
は

、
児

童
生

徒
に

対
し

て
評

価
方

法
に

つ
い

て
誤

解
が

な
い

よ
う

に
伝

え
て

お
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
（

「
報

告
」

p
.1

5
）

 

観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
を
行
う
場
面

 

観
点

別
評

価
に

つ
い

て
は

、
目

標
に

準
拠

し
た

評
価

の
実

質
化

や
、

教
科

・
校

種
を

超
え

た
共

通
理

解
に

基
づ

く
組

織
的

な
取

組
を

促
す

観
点

か
ら

、
小

・
中

・
高

等
学

校
の

各
教

科
を

通
じ

て
、

「
知

識
・

技
能

」
「

思
考

・
判

断
・

表
現

」
「

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度
」

の
３

観
点

に
整

理
す

る
こ

と
と

し
、

指
導

要
録

の
様

式
を

改
善

す
る

こ
と

が
必

要
  

 （
「

答
申

」
p
.6

1
) 

指
導
要
録
の
改
善

 

 
現

在
、

各
教

科
の

評
価

に
つ

い
て

は
、

学
習

状
況

を
分

析
的

に
捉

え
る

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

と
、

こ
れ

ら
を

総
括

的
に

捉
え

る
評

定
の

両
方

に
つ

い
て

、
学

習
指

導
要

領
に

定
め

る
目

標
に

準
拠

し
た

評
価

と
し

て
実

施
す

る
も

の
と

さ
れ

て
お

り
、

観
点

別
学

習
 状

況
の

評
価

や
評

定
に

は
示

し
き

れ
な

い
児

童
生

徒
一

人
一

人
の

よ
い

点
や

可
能

性
、

進
歩

の
状

況
に

つ
い

て
は

、
個

人
内

評
価

と
し

て
実

施
す

る
も

の
と

さ
れ

て
い

る
。

  
  

 
こ

の
う

ち
、

評
定

に
つ

い
て

は
、

平
成

１
３

年
の

指
導

要
録

等
の

改
善

通
知

に
お

い
て

、
そ

れ
ま

で
集

団
に

準
拠

し
た

評
価

を
中

心
に

行
う

こ
と

と
さ

れ
て

い
た

取
扱

い
が

、
学

習
指

導
要

領
に

定
め

る
目

標
に

準
拠

し
た

評
価

に
改

め
ら

れ
て

お
り

、
す

な
わ

ち
評

定
に

は
、

各
教

科
等

に
お

け
る

児
童

生
徒

一
人

一
人

の
進

歩
の

状
況

や
教

科
の

目
標

の
実

現
状

況
を

的
確

に
把

握
し

、
学

習
指

導
の

改
善

に
生

か
す

こ
と

が
期

待
さ

れ
て

い
る

。
（

「
報

告
」

p
.1

9
）

観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
と
評
定
の
取
扱
い

 

 
各

教
科

の
学

習
状

況
を

分
析

的
に

捉
え

る
「

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

」
は

、
児

童
生

徒
が

そ
れ

ぞ
れ

の
教

科
で

の
学

習
に

お
い

て
、

ど
の

観
点

で
望

ま
し

い
学

習
状

況
が

 認
め

ら
れ

、
ど

の
観

点
に

課
題

が
認

め
ら

れ
る

か
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

に
よ

り
、

具
体

 的
な

学
習

や
指

導
の

改
善

に
生

か
す

こ
と

を
可

能
と

す
る

も
の

で
あ

る
。

  
 

 
各

教
科

の
観

点
別

学
習

状
況

の
評

価
を

総
括

的
に

捉
え

る
「

評
定

」
は

、
児

童
生

徒
が

ど
の

教
科

の
学

習
に

望
ま

し
い

学
習

状
況

が
認

め
ら

れ
、

ど
の

教
科

の
学

習
に

課
題

が
認

め
ら

れ
る

の
か

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
に

よ
り

、
教

育
課

程
全

体
を

見
渡

し
た

学
習

状
況

の
把

握
と

指
導

や
学

習
の

改
善

に
生

か
す

こ
と

を
可

能
と

す
る

も
の

で
あ

る
。

 
 

 
（

「
報

告
」

p
.1

9
）

「
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
」
と
「
評
定
」
の
役
割

 

○
高

等
学

校
に

お
い

て
は

、
従

前
よ

り
観

点
別

学
習

状
況

の
評

価
が

行
わ

れ
て

き
た

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

地
域

や
学

校
に

よ
っ

て
は

、
そ

の
取

組
に

差
が

あ
り

、
形

骸
化

し
て

い
る

場
合

が
あ

る
と

の
指

摘
も

あ
る

。
文

部
科

学
省

が
平

成
 2

9
 年

度
に

実
施

し
た

委
託

調
査

で
は

、
高

等
学

校
が

指
導

要
録

に
観

点
別

学
習

状
況

の
評

価
を

記
録

し
て

い
る

割
合

は
 1

3
.3

％
に

と
ど

ま
る

。
そ

の
た

め
、

高
等

学
校

に
お

け
る

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

を
更

に
充

実
し

、
そ

の
質

を
高

め
る

観
点

か
ら

、
今

後
国

が
発

出
す

る
学

習
評

価
及

び
指

導
要

録
の

改
善

等
に

係
る

通
知

（
以

下
、

「
指

導
要

録
等

の
改

善
通

知
」

と
い

う
）

の
「

高
等

学
校

及
び

特
別

支
援

学
校

高
等

部
の

指
導

要
録

に
記

載
す

る
事

項
等

」
に

お
い

て
、

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

に
係

る
説

明
を

充
実

す
る

と
と

も
に

、
指

導
要

録
の

参
考

様
式

に
記

載
欄

を
設

け
る

こ
と

と
す

る
。

（
「

報
告

」
p
.1

7
）

 

高
等
学
校
に
お
け
る
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
扱
い
に
つ
い
て
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ミニ四駆®を用いた生徒の探究的思考力の育成 
～物理学的な視点を中心に～

 秋田県立新屋高等学校  教諭 神 居 正   暢
教諭 柏 谷 周一郎

はじめに

 本校では、今年度より「総合的探究の時間」
の研究指定を受けている。今年度は、１年生
が、「地域を知る」を目標に、テーマ別に「対
話」と「協働」による研究を行っている。
研究の趣旨

・インターネットの情報を鵜呑みにしてしまうこ
とから、自ら検証する力を身につける。

・検証方法について、生徒同士で話し合い、物
理学的に考察する。
対象

・２年次以降のコースが理系で、「物理」を選択
し、４年生大学の工学系への進学を希望して
いる生徒３名。

・研究材料として、株式会社タミヤが販売する、
小型のモーターを搭載した、
単３電池を動力源に走行する
自動車模型（ミニ四駆）を用いた。

実験１ ボディ形状による速度の変化
◎検証方法
①オーバルサーキットコースを１０ 周したタ
イムを計測しこれを５セット行う。

②電池を交換し、①を行い、３回目まで行う。
（計コース１５０周分を計測）する。

 ③ボディを交換し、①、②を行う。
◎検証後の生徒の気づき
○電圧が下がると遅くなる。
○電圧が高すぎると（3.0V以上）コースアウ 
トする確率が高くなる。

○ボディ変更後、レーンチェンジが安定した。

◎考察
○変更後の平均タイムは遅いが、コースア
ウトを重ねたため電池が減ったためであ
り、実際は速いのではないか？

実験２ ウィング角度による変化
◎検証方法
①実験１の①・②と同様の計測を行う。
②車両のウィングに角度をつけて、①と同じ
計測を行う。

◎検証後の生徒の気づき
 ○角度をつけるとタイムが 遅くなる。
◎考察
○ウィングに角度をつけてから、レーンチェ

  ンジでの車体の浮き上がりが減少した。
○減速は、空気抵抗の増加が原因か？

実験３ ジャンプ後の姿勢
◎検証方法
○コースのレーンチェンジを半分用いて、
ジャンプ台とし、走行させて飛ばす。

○左右のバランスを保ち、低く、短く飛ばす
 ための方法を検証した。
◎検証後の生徒の気づき
○飛び出しの時点で、バ
  ランスを崩して左側に
傾く。原因は、モーター
がシャーシ左方に配置
されているためではないか？

 ○なぜ、「重い部分」が先に落下するのか？
◎考察と指導
○生徒の気づきの内容について、物理教員
に指導を仰ぎ、この現象は、落下ではなく
回転運動であるという知見を得て、力の
モーメントについて学んだ。

まとめ

 先行研究が特にない中、今年度は、生徒の
問いを起点に、主体的で体験的な学びを実施
でき、次年度以降学ぶ「物理学」への興味・関
心を高めることができたのではないか。
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１．要旨

（１）令和３年度入試から調査書の様式が

変わり、３年間の生徒の活動をテキストデ

ータとして蓄積して調査書に記載して提出

する必要が出てくる。

（２）Microsoft AccessⓇを用いて、調査書

に必要な情報を生徒ごとに１年次から蓄積

できるシステムを開発した。

（３）進路に関することのみならず、生徒

の健康・保健・生徒指導に関することや、

生徒保護者との面談記録もポートフォリオ

として蓄積することが有用と思われる。

２．研究の動機

 平成２９年７月１３日付２９文科高第３

５５号において、平成３３年度（令和３年

度）入学者選抜について

・調査書の備考欄を拡充し、枚数制限を撤

廃する

・部活動やボランティア活動等の具体的な

取組内容、期間等を記載する

・（備考欄に）その他、生徒が自ら関わって

きた諸活動、生徒の成長の状況に関わる所

見など、特に必要と認められる事項等につ

いて記入すること。

と、見直しの方向が記載されている。

 このように、調査書に記載できる分量・

内容が拡充される一方で、現状の電子化さ

れた指導要録では１・２年次にそれだけの

情報が記載されないことが考えられる。

また、必ずしも１人の担任が３年間同じ

生徒を担任することとはならない状況から、

１・２年次の取組状況につき、細かな情報

を蓄積することで、３年次への引き継ぎが

柔軟に行われると考えた。

 そこで、３年次の大学入試に向けて、生

徒の様々な活動実績等を、１年次から継続

して蓄積していくシステムが必要と考えて

平成２９年度から開発に取り組んだ。

３．ポートフォリオを取り巻く現状

 高大接続改革への対応として想定される

ポートフォリオ蓄積を考えていたものの、

開発を開始した平成２９年度以降、高大接

続改革の方向性も変化を見せている。

（１）大学入試改革に関する情勢

 英語における外部試験の活用や、国語・

数学の記述問題導入は延期されている。調

査書の見直しと、一般選抜における調査書

や活動報告書等の活用について、秋田大学

では『「一般選抜」における「主体性を持っ

て多様な人々と協働して学ぶ態度」の評価

については，面接により実施します。面接

においては調査書等の書類を活用します。

なお，面接を実施しない学科等においては，

調査書等の書類を活用して評価します。』、

秋田県立大学では『調査書の評価について

は、大学入学共通テストと個別学力検査の

配点合計の 0.5％を上限とし て、各受験者

の合計得点に加点します。』との表現にとど

まっている。

 このように、調査書に記載できる分量・

内容が拡充されたものの、その活用度合い

第３４回 秋田県教育研究発表会 口頭発表資料 【７日Ｅ会場④】

Microsoft AccessⓇによる生徒ポートフォリオデータベースの構築

秋田県立新屋高等学校 教諭 柏谷 周一郎
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については未だ不透明なところがある。

（２）ポートフォリオ蓄積に関する変化

①ポートフォリオ評価の必要性について

「児童生徒の学習評価の在り方（報告）」

において、生徒の多面的な評価の必要性が

説かれている。「思考・判断・表現」を評価

するにあたり、「論述やレポー トの作成、

発表、グループでの話合い、作品の制作や

表現等の多様な活動を取り入れたり、それ

らを集めたポートフォリオを活用したりす

るなど評価方法を工夫することが考えられ

る。」と述べられている。また、学びに向か

う力、人間性の一つの側面として、「感性、

思いやり」の評価は「個人内評価」であり、

「観点別学習状況の評価や評定には示しき

れない児童生徒一人一人のよい点や可能性、

進歩の状況について評価するもの」とある。 

 以上のように、児童生徒の様々な活動の

様子について情報を蓄積し、それらを日頃

の学習活動の評価に活用することが要請さ

れている。

②クラウド（外部サーバーを活用）型サー

ビスの活用について

 平成２９年１０月に文部科学省から発行

された「教育情報セキュリティポリシーに

関するガイドラインポリシー」が、令和元

年１２月１９日に改訂され、教育機関にお

ける情報サービスを「クラウド・バイ・デ

フォルト（原則的にクラウドサービスを利

用する）」とされ、方向性が転換された。

 それに伴い、クラウドサービス選定の際

のガイドラインについてもより明確に打ち

出されたところである。特に情報流出との

関連で、クラウドサービスを利用する際に

はセキュリティ面での配慮が必要となる。

 しかし、セキュリティを高めることと、

利便性を高めることとは、トレードオフの

関係性にある。一般に、センシティブな情

報を扱うサービスの際には、利用の都度、

ユーザーＩＤとパスワードを要求すること

が求められる（クロスサイトスクリプティ

ング、クロスサイトリクエストフォージェ

リその他悪意ある操作やコードによる攻撃

を抑止するため）。しかし、生徒一人一人の

情報を入力する度にユーザーＩＤとパスワ

ードの入力をしなければならないとなれば、

ユーザーである生徒や教員の心理的ハード

ルが上昇し、利活用の頻度が低下すること

が想定される。状況に応じたセキュリティ

と利便性のバランスが求められている。こ

の点において、（クラウドサービスを標準と

するにしても）校内サーバー上でデータ入

力ができるポートフォリオシステムには存

在意義がある。

４．ソフトウェアが備えるべき要件

以上の状況を踏まえつつ、求めるソフト

ウェアとして以下の機能を有することを想

定した。

①校内サーバー上にデータを配置して、複

数人が同時にアクセスしてデータを追加・

訂正できる。

②生徒ごと、クラスごと、部活動ごとにそ

の活動の記録を入力できる。

③調査書への記載を念頭に置いた「備考」

「部活動」「学内での活動」「学外での活動」

のみならず、「保健」「生徒指導」「面談」に

関する記録も分類して入力・蓄積できる。

④学年が上がっても、次の学年に容易にデ

ータが引き継げる。
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⑤生徒が記入したプリントのＰＤＦ等を、

添付ファイルとしてアップロード出来る。

⑥いつでも、データをＣＳＶ形式（カンマ

で区切られた、Microsoft ExcelⓇで読み込

める形式）にして外部に出力できる。

５．開発したソフトウェアの概要

（資料末尾参考資料参照）

６．電子指導要録との連携

令和元年２月頃に電子指導要録ソフトの

アップデートが予定されており、調査書様

式の改訂に対応することとなっている。執

筆時点で詳しい様式は明らかになっていな

いが、秋田県の高等学校で導入されている

電子指導要録ソフトは一般的にＣＳＶ形式

でデータを読み込むこととなっており、現

状で十分連携可能であると考えている。

７．活用度合

 学年で周知し、様々な活動や成績につい

て任意で活用してもらうようお願いした。

学年全体で入力されている事柄としては、

英検ＩＢＡの成績、秋田大学７０周年記念

プロジェクトへの参加などである。

 現時点では、筆者のクラス以外の面談記

録などは入力されていない。しかし、これ

から電子指導要録の入力に当たって、順次

データが蓄積されていくものと思われる。

８．今後の展望と課題

 令和２年４月には、現１学年の生徒が２

学年となるが、その際に、保健や生徒指導

に関する情報も含めて入力されたものは次

の学年へ引き継ぐことが容易である。そし

て、第３学年に引き継がれた時に、生徒が

志望理由書やいわゆる推薦入試での書類作

成に役立てられるようにソフトウェアを構

成することができた。

 課題として、実際の教員の利用頻度の問

題がある。

 本校では、別途サーバーを設置してグル

ープウェアを運用している。グループウェ

アの運用に当たっては、教員が積極的に利

活 用 出 来 る よ う 、 WindowsServer の

GroupPolicy 機能を使い、強制的にパソコ

ンを起動するとグループウェアのログイン

画面が表示されるようにしている。このよ

うに、校内には、ネットワーク管理者が各

教員のスタートアップやデスクトップに強

制的にリンクを設置する機能が備わってい

る。

ソフトウェアが利用されるかどうかは、

どれだけそのソフトウェアにアクセスする

コストが低いか、にかかっている。強制的

に立ち上げさせることにより、教員が意識

しなくても入力画面が出てきて、活用頻度

が高まることが予想される。

Microsoft AccessⓇを使用していること

に伴う問題も想定される。一般的に教員が

活用する力量を有しているのは、Microsoft 

Word Ⓡ , Microsoft Excel Ⓡ , Microsoft 

PowerPoint Ⓡ な ど で あ り 、 Microsoft 

AccessⓇを活用できる教員は少ないと思わ

れる。加えて、本ソフトウェアは VBA と呼

ばれるプログラミング言語を使用して作成

されている。従って、トラブルが発生した

際に、ソースコード（プログラム本体の文

章）を修正して対処できる教員はきわめて

少ない。このように、メンテナンス性に課

題がある。

一方で、Microsoft ExcelⓇを使用して作
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成した場合には、「ブックの共有」という機

能はあるものの、複数人で同時に編集しよ

うとした場合に、アクセス制御の問題が発

生する可能性が高い。Microsoft AccessⓇに

はデータベースソフトの機能として標準で

アクセス制御機構が備わっている。

クラウドでは無く、オンプレミス（校内

サーバーで活用する形態）でソフトウェア

を用意することには、アクセスのしやすさ

というメリットがあるが、一方で管理コス

トは増大する。また、オンプレミス型でも、

どのようなツールを用いるかによって、ユ

ーザーの利便性・メンテナンスのしやすさ

など、一長一短のところがある。

 このようななかで、各校の実情に応じて、

大学入試改革に対応していく一つの方法と

して、今回、Microsoft AccessⓇによるポー

トフォリオ蓄積を提案した。

（参考文献）

Access VBA 入門講座 

（http://accessvba.pc-users.net/） 

平成２９年７月１３日付２９文科高第３５

５号（平成３３年度大学入学者選抜実施要

項の見直しに係る予告）

「児童生徒の学習評価の在り方（報告）」（平

成３１年１月２１日、文部科学省）

「教育情報セキュリティポリシーに関する

ガイドライン」（令和元年１２月１９日、文

部科学省）
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（参考：作成したポートフォリオソフトの画面）

①トップページ：生徒名を選択すると、蓄積されたデータが一覧で表示される。「面談：生

徒との面談内容」「保健：健康上の留意点」「保護者対応：保護者面談や電話応対の記録」「活

動報告書（学内）：新大学入試で例示された活動報告書のうち、学内での活動として記載さ

れうるもの」「備考：調査書の備考欄用」「ファイル：生徒が書いたプリントのＰＤＦなど」

「部活動：部活動の実績」などが入力されていることが見受けられる。

②「新規記事作成」ボタンを押すと、生徒の情報を入力できる。
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③ドラッグアンドドロップによるファイルアップロードにも対応。

④現状で、部活動は一人２つまでを想定している。

067



⑤部活動モードにすることで、部活動単位での入力・編集も可能。部員全員に同一記事を

一括入力できる。 

 

⑥生徒マスタは、電子指導要録ソフトの形式を踏襲し、コピーアンドペーストできるよう

に配慮して設計した。 

 
⑦クラスの生徒に一括して同一の記事を書き込むことも可能 
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⑧「エクスポート」ボタンを押すと、デスクトップ上にＣＳＶ形式でデータが出力される。

⑨出力されたＣＳＶファイルのサンプル
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学校組織マネジメント研修講座 報告 

期 日 令和元年 ７月 ２日（火） 

令和元年１１月１８日（月） 

令和元年１１月１９日（火） 

場 所 秋田県総合教育センター  

受講者 教 諭 佐 々 木 渉  

１ 研修の目標 

  学校組織マネジメントに関する内容や学校運営上の課題解決に向けての方策等について、主体 

的・対話的に研修を深め、教育実践の中核を担う教員として資質向上を図る。 

２ 研修講座Ⅰ期 

２－①日程 令和元年７月２日（火） 

9:30 受付 

10:00 ＜開校行事・オリエンテーション＞ ［１階中研修室］ 

挨拶 

秋田県総合教育センター 主幹 松田 武  

10:10 ＜講話＞ ［１階中研修室］ 

本県の教育課題とミドルリーダーへの期待 

秋田県総合教育センター 主幹 松田 武 

11:30 昼食・休憩 

12:30 

14:00 

＜講義・演習＞ ［１階中研修室］ 

学校組織マネジメントとミドルリーダーの果たす役割 

秋田県総合教育センター 主任指導主事 八木澤 徹 

14:15 

16:15 

＜講義・協議＞                       ［１階中研修室］ 

学校におけるリスクマネジメント 

秋田県総合教育センター 主任指導主事 八木澤 徹 

２－②研修内容 

「本県の教育課題とミドルリーダーへの期待」 

・我が国の状況と子供たちの未来

子供たちが成人して社会で活躍する頃には、生産年齢人口の減少、グローバル化の進展や絶

え間ない技術革新等により、社会や職業の在り方そのものが大きく変化する可能性があり、将 

来の予測がますます厳しい時代になる。 

・児童生徒数の状況

小中学校の統廃合により、平成２３年から３０年までの８年間で、小学校は５４校、中学校

は１７校、合計７１校の減で、令和元年度現在の小学校は１９５校、中学校は１１３校、義務 

教育学校は１校となっている。高等学校は１３校が統合により５校となり、令和３年度には能 

代地区の２校が１校に統合される。 

・教員の年齢構成

平成３０年５月現在の平均年齢と年齢層の構成は、小学校50.4歳、50代-66.6%、40代-22.6%、 

30代-5.2%、20代-5.6%、中学校 48.8歳、50代 56.4%、40代 29.1%、30代 9.9%、20代 4.6%、 

高等学校 46.0歳、50代 39.84%、40代 44.6%、30代 13.09%、20代 2.66%、特別支援学校 44.9 

歳、50代 34.0%、40代 38.9%、30代 20.3%、20代 6.9%、で、校種によってばらつきがある。 

・学力の状況と進学・就職状況

全国調査では、小中ともに良好な学習状態で、児童生徒に望ましい生活習慣、学習習慣が確

立している。授業改善に向けた各校の組織的な取組、ＰＤＣＡサイクルが充実している。思考 

力、判断力、表現力については、一層の向上が求められ、県の調査では理数教科に課題がある。 
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また、学校の小規模化、教員の高齢化への対応が課題である。 

・ミドルリーダーのミッション

使命感と責任感、学校ビジョン構築への参画と教育活動の推進、学校職場の活性化、同僚職

員の指導・育成、学校外部との折衝対応が具体的な役割行動である。 

・県や国の動向把握

現在の小学３年生が社会に出た時を想定し、新しい時代に必要となる資質・能力の育成、育

成すべき資質・能力を踏まえた教科・科目等の新設や目標・内容の見直し、アクティブ・ラー 

ニングの視点からの不断の授業改善、が学習指導要領改訂の視点である。 

・ミドルリーダーの条件

思いつきの個人プレーではなくチームワーキング、原案持参の管理職への相談、若い教師へ

の指導、が大きな３つの条件である。 

「学校組織マネジメントとミドルリーダーの果たす役割」 

・学校組織マネジメントの必要性と背景

学校の自主性・自律性の確立を基盤に、学校の裁量権限を拡大し、拡大する責任に対する学

校運営体制の見直しと、保護者・地域住民の学校経営への参画により、各学校の教育実践とし 

てマネジメントに基づく改革・改善策を構築し、目指す学校像に向けて協働の取り組みが求め 

られる。 

・学校組織マネジメントの着手ポイント

学校教育目標の達成を共通目的とし、学校経営のビジョン、組織構造・運営の仕組み、人・

外との関係、の視点で改善を促進する研修を活性化し、それを促すリーダーが機能することが 

充実した校内研修の条件となる。 

・学校組織とミドルリーダーの役割

一般企業型におけるスタッフ・ライン型組織とは違い、鍋ぶた型とマトリクス型を併せた組

織が学校である。使命感と責任感を持つミドルリーダーが学校内外情報を解釈し、具体的な方 

針を提案することで現場情報の集積と知恵の蓄積を積極的にボトムアップ・アプローチするこ 

とでミドル・アップ・ダウンマネジメントが構築される。地域とともにある学校づくりに必要 

なマネジメント力の向上に向け、教職員研修等の在り方を検討することが必要であり、マネジ 

メント力を持った管理職・教職員の育成及び配置とその積極的な評価などを推進することが求 

められる。 

「学校におけるリスクマネジメント」 

・リスク、リスクマネジメントとは

リスクとは、洪水、台風、地震、新型インフルエンザ、熊、不審者、のように、安全を阻害

する危険性のような“好ましくない影響”や、コミュニケーション不足による情報共有の不一 

致やマスコミ対応の不手際などの、目的に対する不確かな影響“組織の目的達成を阻害するも 

の”、であり、リスクマネジメントとは、組織の目的達成を阻害する要因に対応する統制・調整 

された活動である。安全を阻害する危険性への留意点は、通常の教育活動に伴う視点で、不確 

かさへの影響への留意点は、上位層の意思決定に伴う視点でのリスクマネジメントを捉えるこ 

とである。 

・学校に求められるリスクマネジメント

甚大な自然災害発生、重大な不祥事の発生、組織信頼の毀損の発生等による、重大リスクの

顕在化時にはクライシスマネジメントが機能し、教育効果と安全管理のバランス判断、新しい 

業務・事業の成否の不確かさ、リスクマネジメントを含む組織マネジメントの適切性に対して、 

上位層の判断・意思決定時に組織的リスクマネジメントが機能するために、通常の教育活動業 

務時における業務的リスクマネジメント機能と、重大リスクの顕在化時におけるクライシスマ 

ネジメント機能が、リスク対応力を高めるために相互補完している状況が求められる。 

・リスクマネジメントの着手ポイント

学校を取り巻くリスクを概観するためにリスクマップを作成する。問題が起きてからの対応

や、大きくなってから組織的に動き出す傾向があり、未然防止活動に希薄になりがちである。 

未然防止活動の基本的な考え方から基本方策を打ち出し、リスク特性を踏まえた対策・実践に 

より、リスクマネジメントの仕組み化がポイントである。 
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３ 研修講座Ⅱ期１日目 

３－①日程 令和元年１１月１８日（月） 

9:30 受付 

10:00 ＜オリエンテーション＞ ［１階中研修室］ 

日程説明等 

10:10 ＜講義・協議・演習＞ ［１階中研修室］ 

地域に開かれた教育課程 

秋田県生涯学習センター 主幹 皆川 雅仁 

11:40 昼食・休憩 

12:40 

14:10 

＜講義・演習＞ ［１階中研修室］ 

内外環境の把握による学校の特色作りと課題解決策 

秋田県総合教育センター 主任指導主事 八木澤 徹 

14:20 

16:15 

＜講義・協議＞                       ［１階中研修室］ 

学校の課題解決に向けた組織的な取組① 

秋田県総合教育センター 主任指導主事 八木澤 徹 

３－②研修内容 

「地域に開かれた教育課程」 

・地域とともにある学校づくり

接続可能な学校及び地域社会の実現に向けて、災害等に対する備えをしっかりしなくてはな

らない。コミュニティ・スクールとは、学校の教育方針の決定や教育活動の実際に、地域のニ 

ーズを的確かつ機動的に反映させ、地域ならではの創意や工夫を生かした特色ある学校づくり 

をするために、保護者、地域住民、学識経験者、校長等によって構成される合議体組織である 

学校運営協議会を設置している学校である。 

・課題の捉え方

社会に開かれた教育課程の実現のため、学校の教育目標を踏まえた教科横断的視点で教育内

容を組織的に配列、子どもたちの姿や地域の現状を捉えた教育課程を編成して実施、評価、教 

育内容と教育活動に必要な人的・物的資源を効果的に組み合わせた、カリキュラム・マネジメ 

ントを確立する。 

・コミュニティ・スクールがもつ力

地域の未来を担う子どもたちの育成のため、目標に向かっていろいろな活動をしていくなか

で、それまで気付かなかったお互いの動きを知ることができる。話し合いを重ねたり活動した 

りしていくなかで、効果を高めるためにネットワークが広がっていく。ゆるやかなネットワー 

クである。 

「内外環境の把握による学校の特色づくりと課題解決策」 

・ＳＷＯＴ分析

取り巻く環境を内部環境と外部環境に区分し、内部環境である内部の経営資源を「強み

（Strength）」と「弱み（Weakness）」に分類し、外部環境を「機会（Opportunity）」と「脅 

威（Threat）」に把握・分析する手法、の演習。 

・自校の特色づくりと問題解決方策の検討

外部環境が支援的にはたらく場合と強みとしてはたらく場合の検討が特色ある学校づくりに

つながり、阻害的にはたらく場合と弱みとしてはたらく場合の検討が問題解決の方策につなが 

る。学校における特色は独自のものではなく、学校の外部環境や内部環境の客観的特徴が教育 

活動に対する何らかの利点をもち、それらを活用・発揮した活動によって児童生徒の成長に影 

響を与えることである。 

・特色ある学校づくりと問題解決の方策

特色づくりのキーワードをもとに、地域の伝統文化や保護者、地域との連携により、特色と

なる土台づくりをする。キャリア教育の視点を重視したふるさと教育や、教員の協働による指 

導方法の工夫・改善、保護者・地域との連携を生かした体験活動を通して、児童生徒の日常的 
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な交流活動を推進し、豊かな人間関係づくりやたくましさを育成したり、保護者・地域との連 

携を生かした学習活動を通して共に高まりあおうとする集団を育成したりすることで、特色を 

生かした問題解決につなげる。 

「学校の課題解決に向けた組織的な取組①」 

協議・演習 

・協議題の設定と活動計画作成

・仮想学校の設定と内外環境の把握

・校種連携の方針

・特色づくり・課題解決に向けた取組策策定の方針

４ 研修講座Ⅱ期２日目 

４－①日程 令和元年１１月１９日（火） 

9:30 受付 

10:00 

14:00 

＜協議・演習＞ ［１階中研修室］ 

学校の課題解決に向けた組織的な取組② 

秋田県総合教育センター 

主任指導主事 八木澤 徹 

秋田大学教職大学院 

マネジメントコース院生 菊地  良 

マネジメントコース院生 仙道 英悦 

マネジメントコース院生 大山 正道 

マネジメントコース院生 加賀谷武英 

マネジメントコース院生 齋藤 雅子 

マネジメントコース院生 橘  義憲 

マネジメントコース院生 時田  航 

14:10 

16:15 

＜発表・協議＞ ［１階中研修室］ 

学校の課題解決に向けた組織的な取組③ 

秋田県総合教育センター 

主任指導主事 八木澤 徹 

秋田大学教職大学院 

マネジメントコース院生 菊地  良 

マネジメントコース院生 仙道 英悦 

マネジメントコース院生 大山 正道 

マネジメントコース院生 加賀谷武英 

マネジメントコース院生 齋藤 雅子 

マネジメントコース院生 橘  義憲 

マネジメントコース院生 時田  航 

４－②研修内容 

「学校の課題解決に向けた組織的な取組②」 

協議・演習 

・①での策定方針に沿って特色づくり・課題解決に向けた取組策を策定

・資料収集等、提案策定作業

「学校の課題解決に向けた組織的な取組③」 

協議・発表 

・発表・質疑応答

・指導講評
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令和元年度秋田大学附属中学校公開授業研究会に参加して 

秋田県立新屋高等学校 

教諭 柏谷 周一郎 

 令和元年５月３１日行われた秋田大学附属中学校公開授業研究会に参加し、授業参観や、

秋田大学森和彦教授の講演を通して研修を行ってきた。 

 初めに、同中学校の研究概要説明で、ＡＩでは解けない問題を解決できる人材を育てる

ため、論理的に思考する力や批判的思考力を育てる必要性があることが提起された。また、

評価における情意面の見取りが重要であると語られ、その方法として「ＮＥＳ評価」と呼

ばれる生徒の自己評価手法が提案された。 

 数学の授業参観では、これまでの生徒の標本調査の活動を振り返り、「調査を行う時の一

言アドバイス」というテーマでグループ討議（ミエルトーク：詳細は秋田大学附属中学校

ホームページ http://www.jrh.akita-u.ac.jp/study-conference.htmlを参照のこと：令和２年

２月１８日確認）がなされた。生徒たちからは、「（標本調査の結果を）できるだけ全数調

査の結果に近づけないと・・・」など、抽出された標本の適切な大きさについて様々な意

見が出た。「これがもっと数が大きくなったら」と社会的視点に広げている生徒もいた。授

業者の大友静先生は適切な標本の大きさについて、授業内で明確な決着は付けず、今後の

学習に広がりを見せた。「Ｄ：資料」の単元は、通常冬休み明けで急いでしまい、なかなか

深掘りできない単元であるにもかかわらず、新学習指導要領に向けて提案性のある授業で

あった。 

 また、森和彦教授の講演会においては、一人で勉強するよりみんなで学んだほうがよい。

だから、他者との関わりが大事である、問いを学ぶのが学問である、仲間や世界に尋ねる

ことで「問い」に成長させる、ともに学習することで学習意欲を沸かせる、といったこと

が話された。その際に、教師自身が「問いを立てる知的探究のモデル」となることや、分

からない子が周りに助けを求めないことについて、教師自身がロールモデルになり、自ら

失敗して間違え、本当にわからないときにどのように対処するかという見本を見せてあげ

るべきだ、という提言がされた。 

 公開授業研究会参加を通して、改めて、新たな時代に対応できる学力を育てる必要性を

実感した。単に既存の問題を解けるだけでなく、未知の状況に対応する思考力を育ててい

くために、現実世界に即した課題設定を取り入れていく必要性を感じた。また、複雑化す

る課題に対して、一人で解決するのでは無く、他者と協力して解決を目指していく「協働」

の力量を育成するために、教師自身が率先して他者と関わって知的探究を行っていく姿勢

を見せていくことの重要性を感じた。 
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	４．各教科等のグランドデザイン
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	新屋高校「カリキュラム・マネジメントの推進について」【送付用】20191002
	バインダー6.pdf
	web用研修収録.pdf
	Ⅰー②−１
	バインダー4.pdf
	研修収録第３１号.pdf
	R1研修集録表紙＆目次
	研修収録第３１号
	Ⅰー小森①.pdf
	Ⅱー国語①.pdf
	Ⅱー国語②.pdf
	Ⅱー日本史.pdf
	Ⅱー音楽①.pdf
	Ⅱー教育講演会.pdf
	Ⅲー柏谷.pdf
	７Ｅ④柏谷周一郎.pdf
	7

	Ⅳー佐々木.pdf
	Ⅳー柏谷.pdf

	授業改善新高プロジェクト改
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	４．各教科等のグランドデザイン
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